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【一般社団法人日本地質学会の概要】 

1893（明治 26） に東京地質学会として創立され、1934（昭和 9） に日本地質学会へと改称。2008

（平成 20) より一般社団法人日本地質学会となりました。本会は、研究者、教員、技術者、学生、生

徒、地質愛好者など約４０００名が所属し、この分野を包括し、日本の地球諸科学関連学協会の中

で最大規模の学会です。学問の振興と社会の発展に寄与・貢献することを目的として、学術誌「地

質学雑誌」（年１２回）と欧文誌「Island Arc」（年４回）の刊行、学術大会の開催、そのほか様々な普

及教育活動を全国で行っています。 

 

【学術大会】 

毎年秋に開催される研究学術成果講演会であり、開催地を移しつつ全国各地で行われ、例年

約６００件の講演を含めて約１０００名弱が参加します。研究者の講演と同じ会場内で小学、中学、

高校生の児童生徒による研究発表会である「小さなサイエンティストの集い」も開催されています。

また同時に会員向けおよび教員向けに開催地周辺の地質を現地討論する見学旅行も行われます。

独立行政法人産業技術総合研究所 地質調査総合センターと共催で、地質情報展や普及講演会

等も大会に合わせて開催しています。学術学会の大会でこれほどの規模で教育普及イベントを同

時開催し、それを全国各地で実施している学会は他に類を見ません。 

 

【地質情報展】 

1997年より毎年地質学会学術大会に合わせて開催され、今回で16回目となります。 地質のトピ

ックや開催県の地質に関するパネル・標本展示のほか、地学に関するいろいろな実験や観察の体

験コーナー、市民向けの講演会が用意されます。各展示コーナーでは研究者が解説を行い、見

学者は研究者に直接いろいろな質問をすることができます。 ここ最近の実績では三日間の会期中

に約二千人の市民の皆様に来場頂いております。  
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九州の地震を説明し，災害予測の基礎となる応力マップ 

 

発表者： 松本 聡（九州大学大学院理学研究院） 

発表場所： 鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館 211 教室 

発表タイトルとセッション： 九州内陸における地殻活動・構造特性 （テクトニクスセッション） 

発表日： 平成 26 年 9 月 15 日（月・祝）  

 

【概要】 

地殻内部かかる応力の結果として地震が発生します．そこで将来の災害リスク評価の基礎データと

するべく，九州大学・京都大学・鹿児島大学の研究グループは九州全体の応力分布と地殻構造を

詳細に比較検討しました．九州全体にはプレートの沈み込みに由来する東西の圧縮力が働いて

おり，別府から島原半島・熊本にかけての別府島原地溝帯の狭い領域にひずみや応力が集中し

ていることがわかりました．とりわけ別府から阿蘇地域のひずみや応力が高いことが特徴です．これ

は別府から阿蘇の地下の地殻の堅い部分が熊本の地下に比べて薄いために力が集中するため

であると解釈されます．このような応力分布や地殻構造の解析は，地震の発生理由を説明し，長期

的な災害予測と防災対策に貢献します． 

 

九州大学・京都大学・鹿児島大学の研究グループは九州における GPS 測地データによる地殻歪

みと地震観測網による微小地震の発震機構分布を詳細に比較検討しました．GPS 測地データによ

ると，九州は別府島原地溝帯では南北に引き延ばされている部分もありますが，別府から阿蘇にか

けては剪断（ずれ）歪みが非常に大きいことが特徴です．微小地震の三次元分布から，地殻の中

の地震発生層がどのように分布しているのかを調べたところ，別府島原地溝帯沿いで見ると，別府

から阿蘇にかけての地域は熊本周辺よりも地震発生層の厚さが薄いことがわかりました．九州には

プレートの沈み込みに由来する広域的な力がかかっていますが，この力を支える地震発生層の厚

さが別府から阿蘇地域と熊本地域との地殻とで大きくことなるために，別府の地下では高い応力に

なっていると考えられます．これは例えるなら，運動靴とハイヒールでは同じ体重であっても，かかと

の面積が小さい方が踏まれると痛いのと同様です．このような阿蘇から別府にかけての地震発生層

の厚さの違いは，地下における火山や熱水などによる地下の温度環境に関係するのかもしれませ

ん． 

 

【用語】 

地震発生層：地殻の歪みの結果として地震が発生します．地下深部の高温の領域は比較的軟ら



 

かく，地震のエネルギーが蓄積されません．また，浅すぎる表層も軟らかいため地震エネルギーが

たまりません．そのため微小地震分布を調べることにより，地震を起こすような地殻内の堅い部分が

どのように分布しているのかを知ることができます． 

 

図１ 九州地方の比較的浅い部分における微小地震分布です．別府島原地溝帯と福岡市の警固

断層の周辺に地震が多いことがわかります．左図中の線は圧縮力の向きを，右図中の線は引っ張

り力を表しています．ただし緑色の線は軸の傾斜が４５度以上に立っているもので，地殻の引っ張

りと重力による落ち込み（地溝帯と呼ばれます）に特徴的なものです． 

図 2 熊本―別府の地殻の断面を模式的に示した図です。別府側では地殻の深部の速度が低く、

地震が発生しません。このようなところがほぼ東西から圧縮される力を受けると、別府側が応力やひ

ずみが大きくなります。図中の△は火山の位置を示します。 
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【問い合わせ先】 

九州大学 理学研究院 附属地震火山観測研究センター 

松本 聡 准教授 

matumoto@sevo.kyushu-u.ac.jp 

電話：０９５７‐６２‐６６２１（代） 
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足摺岬，室戸半島，紀伊半島などの太平洋側の陸地はなぜ隆起したのか？ 

南海トラフの地震発生破壊領域は何によって決まっているか？ 

日本列島の新しいテクトニクスモデル 

 

発表者： 木村 学（東京大学大学院・理学系研究科・地球惑星科学専攻） 

発表場所： 鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館 211 教室 

発表タイトルとセッション： 中期中新世海溝三重会合点の急移動と西南日本列島地殻の急成

長 （テクトニクスセッション） 

発表日： 平成 26 年 9 月 15 日（月・祝） 

 

【概要】 

西南日本の太平洋側は，四国の足摺岬，室戸岬，紀伊半島の潮岬など特徴的な岬地形が発達し

ています．これらの地域は付加体と呼ばれる海底堆積物の集積体と火成岩からできています．同じ

年代の同じ作用で形成された地質体であっても，一部は陸地に，それ以外は深海の下に分布して

います．従来は褶曲作用によって盛り上がった部分が岬になっていると考えられてきました．集中

して行われてる南海トラフでの「ちきゅう」を用いた深海掘削結果、日本周辺のプレート移動の復元

研究や日本列島の詳細な地球物理学的観測データと地質学的データなど最新の知見を統合して，

新生代の日本列島のテクトクニスを再構築しました．その結果，古小笠原弧が火山活動を伴いな

がら南西海域から北上してきた際に，南海トラフに沿って移動しつつ，西南日本の太平洋側の

所々に火成岩を貫入させ，この火成岩体が加わった部分が盛り上がって陸地となったと考えられま

す． 

 

西南日本の太平洋側は四万十帯と呼ばれる付加体から成ります．これは約 1億 3千万年前から約

2000 万年前までのプレートの沈み込み作用によって海底堆積物が陸側プレートに押し付けられた

地質体です．ただし足摺岬や室戸岬，潮岬の岬周辺には約 2000～1500 万年前の火成岩が分布

しています．通常のプレート沈み込み帯では，火山フロントと呼ばれる海溝から一定の距離を離れ

た部分にしか火成作用は生じず，四万十帯のような若い付加体では火成作用は生じません．しか

しこの約 2000～1500 万年前の一時期だけ集中的に異常な火成作用が生じました．この原因は若

くて熱いプレートやその湧き出し口である海嶺の沈み込みによるものではないかと考えられてきまし

た．これらの特殊な火成岩体の地下構造や地質学特徴などを考え合わせると，若いプレートや海

嶺に加えて，古伊豆小笠原弧が火成作用を伴いながら西南日本太平洋側の随所に火成岩を貫



 

入させながら東に移動していったとすると，様々なデータをうまく説明することができます．これまで

は，付加体の形成，異常な火成作用，陸地の隆起は，それぞれ別のテーマとして議論されてきまし

たが，今回の新しいモデルは幅広い事実をうまく説明することができます．また，四国や紀伊半島

といった陸地の形状が過去のテクトニクスを反映していることを意味しています． 

 

	
 

	
 
南海トラフ周辺の地震セグメント境界を赤点線で，東海地震，東南海地震，南海地震の

震源域を紫線で示してあります．日向灘，土佐湾，紀伊水道，熊野灘といった表面の地

形と，プレート境界の地下深部で起きる地震のセグメントとが重なっています．	
 

	
 

	
 

	
 
島弧の火山は飛び石状に分布します．古小笠原弧が火山活動を伴って南海トラフを



 

通過したために，九州の南部，九州の北部，足摺，紀伊半島東部と，スポット的に

巨大な火成岩体が残されたと考えられます．これが地形的な高まり（日本列島の形

状）と地震セグメントを規定しているのでしょう．（Ma：百万年前，PAP：太平洋プ

レート，PSP：フィリピン海プレート）	
 

	
 

【問い合わせ先】 

東京大学 大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻- 

木村 学 教授 

e-mail：gaku@eps.s.u-tokyo.ac.jp 

電話：03-5841-4510 

携帯：090-6002-0982 
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地下の様子を予測し地下開発や地震動評価に応用可能な三次元地質モデル 

―東京低地の基盤構造を例として― 

 

発表者：木村克己（元産業技術総合研究所） 

発表場所： 鹿児島大学郡元キャンパス共通教育棟１号館 124 教室 

発表タイトルとセッション： ボーリングデータ解析による東京低地域の浅部地下構造モデリング：面

モデルとボクセルモデルとの統合 （三次元地質モデル研究の新展開セッション） 

発表日：平成 26 年 9 月 13 日（土） 10:00-12:30 

 

【概要】 

建築物の建設や地下開発の際に地盤評価を目的としてボーリング調査が広く実施されていますが，

個々の調査結果は個別の目的にのみ使用される場合がほとんどでした．また，従来のボーリング

データ解析プログラムでは，岩盤強度（N 値）の分布を描く際に，地層が断層や褶曲などの地質情

報をうまく取り込めていませんでした．そこで地質情報に基づいて各地層単位でグリッド計算する

新しいプログラムを開発し，既存のボーリングデータを活用し，東京低地をモデルケースとして適用

しました．本モデルでは東京低地域の基盤やそれを覆う沖積層の三次元形状が描かれました．こ

れは地下環境の効率的な利用や地震動の特性評価に役立ちます．  

 

地盤調査ボーリングデータを活用した，地下地質構造を高精度な三次元モデル化が進んでいま

す．特に平野の地盤を成す沖積層がどのように堆積したのかという堆積モデルや N 値の三次元分

布は，構造物の安全性，地下水の動き，地震動の評価などにたいへん有用です．ただしボーリン

グデータから三次元モデルを構築する際に，地層の不整合面や断層，褶曲などの地質構造があ

るため，点在するデータ同士を単純につなぐやり方では高精度なモデルが構築できませんでした．

そこでまず当該地域の地質構造を加味した地層境界面モデルをつくり，各地層単位に分割した三

次元グリッドモデル計算によってボーリングデータと整合性があり，地質学的知見と矛盾しない高

精度三次元モデルの構築に成功しました．これは平野の堆積相がどのように発達するのかという基

礎研究や，地下開発，地震動の評価など幅広い分野に役立つものです． 

 



 

 

現在の地形（Google Map）に地下の地形を投影したものです．古い海底谷が沖積層が埋められて，

現在の平野が形成されています．  

 

地層の分布を三次元モデル化し，地層モデル（上）に基づいて，その力学強度の分布を描い



 

たものです（下）．N 値は岩盤強度を表す指標で，値が大きいほど硬いことを示します． 

 

【問い合わせ先】 

産業総合研究所 地質情報センター 

木村 克己 客員研究員 

k.kimura@aist.go.jp 

電話：029-861-3880 

携帯：090-5333-4003 

 



鹿児島県では，桜島と諏訪之瀬島の 2 つの火山が，現在もっとも
活発に火山活動を続けています．しかし100～200年ほど前には，
現在よりもはるかに大規模な噴火が発生しました．桜島ではちょ
うど 100 年前の大正噴火，諏訪之瀬島ではほぼ 200 年前の文化
噴火です．この両火山については，長年の調査・研究成果をもとに，
2013 年に火山地質図が公表されました．講師は九州地域の火山
の研究を長年続けており，この 2 つの火山地質図の作成にも関与
しています．今回は桜島と諏訪瀬島という 2 つの火山で，100 年
前と 200 年前に発生した大噴火に焦点をあて，噴火の推移と災
害の実態について，平易かつ詳しく解説します．あわせて、鹿児
島における火山災害軽減への取り組みについても紹介します．

※本講演会は，平成 26年科学研究費補助金研究成果公開促進費補助事業です．

http://www.geosociety.jp

時間：14:30～16:00（開場14:00）　
会場：鹿児島大学郡元キャンパス
　　　　　　　　　　共通教育棟1号館111教室
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講師：小林哲夫 氏
（鹿児島大学大学院理工学研究科・教授）

2014 年 9月13日（土）～15日（月・祝）　会場：鹿児島大学郡元キャンパスほか

わがこっじゃっど，地質学 
日本地質学会第 121 年学術大会（鹿児島大会）

土

事前申込
不要

入場
無料

一般社団法人 日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町 2-8-15 井桁ビル 6F 　　電話：03-5823-1150　e-mail : main＠geosociety.jp
　

◆講師プロフィール◆
1950 年長野県生まれ．
1977年に鹿児島大学助手．以降，
火山地質学的研究に従事．南九州
の火山を中心に研究．国内だけに
とどまらず，ニュージーランド，
インドネシア，フィリピン等海外
の火山も研究対象とする．また大
規模なカルデラ噴火予知の研究に
も取り組んでいる．
前 日本地質学会西日本支部長．
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こ

ま
で

進
ん

で
い

る
の

か
，

津
波

の
地

質
学

的
痕

跡
を

識
別

す
る

た
め

の
新

た
な

試
み

な
ど

，
今

後
我

が
国

や
諸

外
国

で
の

津
波

想
定

を
進

め
て

い
く

中
で

重
要

な
課

題
に

つ
い

て
議

論
し

ま
す

．

津
波

，
地

震

T
2．

文
化

地
質

学
15

日
（

月
）

第
６

会
場

10
:0

0-
10

:1
5

T
2-

O
-4

乾
　

睦
子

瀬
戸

内
海

沿
岸

の
花

崗
岩

石
材

産
地

に
お

け
る

多
様

な
歴

史
と

現
状

日
本

の
明

治
期

以
降

の
花

崗
岩

石
材

産
業

に
焦

点
を

当
て

，
発

展
・

衰
退

の
歴

史
と

現
状

を
分

析
し

た
総

括
的

講
演

で
あ

る
．

石
材

産
業

は
地

質
学

と
深

い
関

係
に

あ
る

も
の

の
，

こ
れ

ま
で

地
質

学
会

で
は

あ
ま

り
触

れ
ら

れ
て

こ
な

か
っ

た
．

ぜ
ひ

こ
の

機
会

に
国

内
石

材
産

業
の

現
状

を
知

り
，

地
質

学
と

と
も

に
あ

る
産

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

た
い

．

花
崗

岩
，

石
材

産
業

，
産

業
遺

産

15
日

（
月

）
第

６
会

場
10

:4
5-

11
:0

0
T

2-
O

-7

一
田

昌
宏

石
灰

岩
石

細
工

と
江

戸
〜

明
治

期
の

本
邦

産
紡

錘
虫

類
記

載
日

本
産

の
化

石
で

初
め

て
新

種
と

し
て

記
載

・
命

名
さ

れ
た

の
は

何
か

？
と

問
わ

れ
た

時
，

は
た

し
て

答
え

ら
れ

る
だ

ろ
う

か
．

答
え

は
講

演
を

お
聞

き
い

た
だ

く
と

し
て

，
実

は
こ

の
新

種
記

載
の

背
景

に
は

，
江

戸
時

代
に

脈
々

と
受

け
継

が
れ

て
き

た
職

人
の

伝
統

が
あ

っ
た

と
い

う
．

た
か

が
石

細
工

と
侮

る
な

か
れ

．
高

度
な

工
芸

文
化

が
，

日
本

の
近

代
古

生
物

学
が

始
ま

る
き

っ
か

け
だ

っ
た

の
で

あ
る

．

ウ
ィ

ー
ン

万
博

，
赤

坂
石

灰
岩

，
リ

ヒ
ト

ホ
ー

フ
ェ

ン

15
日

（
月

）
第

６
会

場
11

:3
0-

11
:4

5
T

2-
O

-9

安
間

　
了

西
ア

ジ
ア

の
地

質
・

自
然

環
境

と
人

類
史

ア
ラ

ビ
ア

と
ユ

ー
ラ

シ
ア

の
プ

レ
ー

ト
衝

突
の

場
で

あ
る

西
ア

ジ
ア

．
人

類
が

ア
フ

リ
カ

か
ら

出
て

い
っ

た
舞

台
で

あ
り

，
農

耕
を

始
め

た
土

地
で

も
あ

る
．

ま
た

銅
や

石
油

と
い

っ
た

資
源

供
給

の
場

で
あ

り
，

今
日

に
お

い
て

も
石

油
争

奪
戦

の
舞

台
と

な
っ

て
い

る
．

こ
れ

ま
で

地
質

は
人

類
史

に
多

大
な

影
響

を
及

ぼ
し

て
き

た
．

地
質

学
が

人
類

の
将

来
を

左
右

す
る

可
能

性
を

述
べ

た
必

聴
の

講
演

で
あ

る
．

農
耕

・
都

市
文

明
，

富
と

権
力

，
パ

ワ
ー

ゲ
ー

ム
の

舞
台

T
3．

グ
リ

ー
ン

タ
フ

・
ル

ネ
サ

ン
ス

15
日

（
月

）
第

４
会

場
14

:3
0-

14
:4

5
T

3-
O

-1
【

招
待

講
演

】

鹿
野

和
彦

東
北

日
本

，
男

鹿
半

島
に

お
け

る
新

生
界

層
序

の
再

検
討

と
日

本
列

島
の

形
成

過
程

日
本

列
島

は
日

本
海

の
開

裂
と

と
も

に
大

陸
か

ら
離

れ
，

現
在

の
弧

状
列

島
に

発
達

し
た

と
考

え
ら

れ
て

い
る

．
こ

の
日

本
列

島
の

発
達

過
程

を
記

録
す

る
重

要
な

地
層

が
グ

リ
ー

ン
タ

フ
で

あ
る

．
鹿

野
氏

は
東

北
日

本
グ

リ
ー

ン
タ

フ
の

標
準

模
式

地
で

あ
る

男
鹿

半
島

の
層

序
を

見
直

し
，

従
来

の
グ

リ
ー

ン
タ

フ
の

年
代

枠
組

み
を

根
底

か
ら

覆
し

た
．

こ
れ

は
日

本
列

島
の

形
成

過
程

の
大

幅
な

見
直

し
の

必
要

性
を

示
す

重
大

な
成

果
で

あ
る

．

グ
リ

ー
ン

タ
フ

，
日

本
列

島
形

成
，

日
本

海
開

裂

T
6．

三
次

元
地

質
モ

デ
ル

研
究

の
新

展
開

13
日

（
土

）
第

５
会

場
10

:4
5-

11
:1

5
T

6-
O

-4
【

招
待

講
演

】

石
原

与
四

郎
ほ

か
沖

積
層

の
３

次
元

モ
デ

ル
の

構
築

と
そ

の
意

義
近

年
，

都
市

域
の

浅
い

地
盤

情
報

と
し

て
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ
が

集
積

さ
れ

，
公

開
さ

れ
て

き
て

い
る

が
，

そ
れ

を
利

用
し

た
岩

相
と

N
値

の
三

次
元

グ
リ

ッ
ド

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

手
法

が
，

本
講

演
者

ら
に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

．
そ

の
モ

デ
ル

は
，

地
層

の
堆

積
過

程
の

可
視

化
だ

け
で

な
く

，
地

震
動

予
測

や
地

盤
工

学
特

性
の

基
盤

と
な

る
も

の
と

し
て

注
目

さ
れ

，
応

用
さ

れ
て

き
て

い
る

．
本

講
演

で
は

，
そ

の
手

法
の

概
要

，
モ

デ
ル

作
成

，
適

用
例

，
そ

し
て

今
後

の
課

題
が

紹
介

さ
れ

る
．

三
次

元
モ

デ
ル

，
グ

リ
ッ

ド
モ

デ
ル

，
ボ

ー
リ

ン
グ

デ
ー

タ

13
日

（
土

）
第

５
会

場
11

:3
0-

12
:0

0
T

6-
O

-6
【

招
待

講
演

】

守
屋

俊
治

石
油

の
探

鉱
開

発
に

お
け

る
地

質
的

不
均

質
性

と
不

確
実

性
の

定
量

化

石
油

の
探

鉱
開

発
に

お
い

て
は

，
地

下
数

10
00

メ
ー

ト
ル

で
の

地
質

構
造

や
貯

留
岩

・
根

源
岩

分
布

に
か

か
る

三
次

元
地

質
モ

デ
ル

の
構

築
の

ほ
か

，
地

質
モ

デ
ル

を
も

と
に

し
た

炭
化

水
素

生
成

・
排

出
・

移
動

・
集

積
プ

ロ
セ

ス
の

復
元

が
，

地
質

学
的

時
間

軸
の

考
慮

の
上

で
行

わ
れ

る
．

本
講

演
で

は
，

こ
れ

ら
の

一
連

の
モ

デ
ル

化
の

紹
介

と
と

も
に

，
モ

デ
ル

化
に

密
接

に
関

連
す

る
地

質
的

不
均

質
性

と
不

確
実

性
の

定
量

化
に

つ
い

て
，

い
く

つ
か

の
事

例
を

も
と

に
解

説
し

て
い

た
だ

く
．

三
次

元
数

値
地

質
モ

デ
リ

ン
グ

，
地

質
的

不
均

質
性

，
地

質
的

不
確

実
性

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
イ
ラ
イ
ト

　
昨

年
の

仙
台

大
会

か
ら

の
試

み
と

し
て

，「
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・

セ
ッ

シ
ョ

ン
ハ

イ
ラ

イ
ト

」
を

作
成

し
て

い
ま

す
．

そ
れ

ぞ
れ

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・

セ
ッ

シ
ョ

ン
が

よ
り

盛
り

上
が

る
こ

と
を

期
待

し
て

，
ま

た
，

会
場

で
学

術
大

会
に

不
慣

れ
な

方
（

学
生

な
ど

）
に

わ
か

り
や

す
く

情
報

を
提

供
し

，
お

も
し

ろ
い

サ
イ

エ
ン

ス
に

ひ
と

つ
で

も
多

く
接

し
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
，「

お
も

し
ろ

そ
う

，
注

目
す

べ
き

，
ぜ

ひ
聞

い
て

ほ
し

い
」

発
表

を
世

話
人

に
選

ん
で

い
た

だ
き

，
わ

か
り

や
す

く
紹

介
い

た
だ

き
ま

し
た

．
　

ハ
イ

ラ
イ

ト
は

，
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
記

事
の

ほ
か

，
学

会
H

P
と

講
演

要
旨

集
に

掲
載

し
，

さ
ら

に
学

会
プ

レ
ス

発
表

時
に

報
道

機
関

に
配

布
い

た
し

ま
す

．
何

ら
か

の
理

由
で

学
会

の
プ

レ
ス

推
薦

候
補

に
な

ら
な

か
っ

た
優

れ
た

研

究
が

埋
も

れ
て

い
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
．

そ
の

よ
う

な
も

の
を

で
き

る
だ

け
発

掘
し

，
よ

り
多

く
の

学
術

情
報

を
提

供
し

た
い

と
考

え
ま

す
．

　
今

大
会

で
は

２
件

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
と

35
件

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
ト

ピ
ッ

ク
，

レ
ギ

ュ
ラ

ー
，

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

）
が

開
催

さ
れ

，
60

0
題

を
超

え
る

多
く

の
発

表
が

行
な

わ
れ

る
予

定
で

す
．

こ
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
情

報
は

き
っ

と
皆

様
の

お
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

．
日

本
最

大
の

「
地

質
学

の
祭

典
」

を
お

楽
し

み
く

だ
さ

い
．

20
14

年
８

月
日

本
地

質
学

会
行

事
委

員
会
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シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

T
8．

超
深

度
掘

削
に

よ
る

新
次

元
の

地
球

科
学

14
日

（
月

）
第

８
会

場
9:

00
-9

:1
5

T
8-

O
-2

【
招

待
講

演
】

廣
瀬

丈
洋

ほ
か

超
深

度
ラ

イ
ザ

ー
掘

削
に

よ
る

カ
ッ

テ
ィ

ン
グ

ス
試

料
か

ら
何

が
わ

か
る

の
か

？
―

IO
D

P
第

34
8

次
研

究
航

海
の

経
験

を
も

と
に

―

ラ
イ

ザ
ー

掘
削

で
は

カ
ッ

テ
ィ

ン
グ

ス
と

呼
ば

れ
る

岩
石

小
片

が
回

収
さ

れ
る

．
超

深
度

掘
削

で
は

重
要

区
間

で
の

み
連

続
コ

ア
が

採
取

さ
れ

，
そ

れ
以

外
は

カ
ッ

テ
ィ

ン
グ

ス
が

唯
一

の
地

質
試

料
と

な
る

．
小

さ
い

削
り

カ
ス

と
思

わ
れ

る
カ

ッ
テ

ィ
ン

グ
ス

も
ア

イ
デ

ア
次

第
で

，
超

深
度

の
物

理
・

化
学

状
態

を
読

み
解

く
こ

と
が

で
き

る
第

一
級

の
研

究
試

料
と

な
り

え
る

．
こ

の
発

表
で

は
カ

ッ
テ

ィ
ン

グ
ス

の
分

析
結

果
や

有
効

活
用

の
ア

イ
デ

ア
が

紹
介

さ
れ

る
．

ラ
イ

ザ
ー

掘
削

，
カ

ッ
テ

ィ
ン

グ
ス

，
岩

石
物

性

14
日

（
月

）
第

８
会

場
11

:0
0-

11
:1

5
T

8-
O

-1
0

阿
部

な
つ

江
ほ

か
超

モ
ホ

ー
ル

計
画

掘
削

科
学

の
目

標
到

達
点

の
１

つ
で

あ
る

「
モ

ホ
ー

ル
計

画
（

M
oh

ol
e 

to
 t

he
 M

an
tle

 （
M

2M
））

」．
人

類
未

到
達

の
マ

ン
ト

ル
ま

で
掘

削
し

直
接

マ
ン

ト
ル

試
料

を
採

取
す

る
掘

削
計

画
の

実
現

が
迫

っ
て

い
る

．
マ

ン
ト

ル
ま

で
試

料
を

得
て

地
殻

の
標

準
断

面
を

作
成

す
る

こ
と

は
，

惑
星

地
球

を
理

解
す

る
第

一
歩

だ
．

こ
の

発
表

で
は

掘
削

の
科

学
的

目
的

と
，技

術
的

課
題

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
，来

る
べ

き「
モ

ホ
ー

ル
計

画
」

ま
で

に
進

め
る

べ
き

研
究

，
そ

し
て

実
現

さ
れ

た
後

展
開

さ
れ

る
研

究
計

画
に

つ
い

て
紹

介
，

提
案

さ
れ

る
．

マ
ン

ト
ル

，
モ

ホ
ー

ル
計

画
（

M
2M

）

14
日

（
月

）
第

８
会

場
11

:3
0-

11
:4

5
T

8-
O

-1
2

伊
藤

喜
宏

ほ
か

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

・
ス

ロ
ー

ス
リ

ッ
プ

掘
削

計
画

プ
レ

ー
ト

沈
み

込
み

帯
と

聞
く

と
巨

大
地

震
に

目
を

奪
わ

れ
が

ち
だ

が
，

沈
み

込
み

の
更

に
深

部
に

お
い

て
ス

ロ
ー

ス
リ

ッ
プ

が
相

次
い

で
発

見
さ

れ
て

き
た

．
今

こ
の

ス
ロ

ー
ス

リ
ッ

プ
が

巨
大

地
震

発
生

に
影

響
を

与
え

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

注
目

さ
れ

て
い

る
．

巨
大

地
震

と
の

関
連

を
探

る
に

は
や

は
り

直
接

観
察

必
須

と
な

る
．

ス
ロ

ー
ス

リ
ッ

プ
発

生
領

域
ま

で
手

が
届

く
場

所
が

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

の
ヒ

ク
ラ

ン
ギ

沈
み

込
み

帯
で

あ
る

．
そ

の
北

部
の

ス
ロ

ー
ス

リ
ッ

プ
域

は
10

 k
m

以
浅

と
掘

削
に

最
適

な
場

所
で

あ
る

．
発

表
で

は
「

ヒ
ク

ラ
ン

ギ
掘

削
計

画
」

の
目

的
，

計
画

概
要

に
つ

い
て

紹
介

さ
れ

る
．

ス
ロ

ー
ス

リ
ッ

プ
，

巨
大

地
震

，
ヒ

ク
ラ

ン
ギ

沈
み

込
み

帯

R1
．

深
成

岩
・

火
山

岩
と

マ
グ

マ
プ

ロ
セ

ス
15

日
（

月
）

第
１

会
場

16
:3

0-
16

:4
5

R1
-O

-9

前
田

仁
一

郎
・

山
崎

　
徹

中
央

海
嶺

斑
れ

い
岩

類
の

全
岩

主
要

元
素

組
成

：
レ

ビ
ュ

ウ
中

央
海

嶺
玄

武
岩（

M
O

RB
）に

比
べ

，そ
の

下
部

地
殻

を
構

成
す

る
中

央
海

嶺
斑

れ
い

岩（
M

O
RG

と
呼

ぶ
）

は
，

試
料

採
取

が
困

難
な

た
め

，
全

岩
化

学
組

成
の

報
告

例
が

極
め

て
少

な
い

．
本

研
究

で
は

，
拡

大
速

度
の

異
な

る
３

つ
の

海
嶺

か
ら

M
O

RG
の

全
岩

デ
ー

タ
（

総
数

17
59

）
を

収
集

・
レ

ビ
ュ

ー
し

た
．

さ
ら

に
，

噴
出

岩
で

あ
る

M
O

RB
と

組
成

変
化

傾
向

や
圧

力
条

件
を

比
較

す
る

こ
と

で
，

中
央

海
嶺

下
に

お
け

る
マ

グ
マ

プ
ロ

セ
ス

を
総

合
的

に
議

論
し

て
い

る
．

中
央

海
嶺

斑
れ

い
岩

，
中

央
海

嶺
玄

武
岩

，
レ

ビ
ュ

ー

R2
．

岩
石

・
鉱

物
・

鉱
床

学
一

般
14

日
（

日
）

第
３

会
場

16
:1

5-
16

:3
0

R2
-O

-1
【

招
待

講
演

（
国

際
）】

T
. M

un
kh

ba
t 

G
e

o
lo

g
y

 
a

n
d

 
o

r
e 

m
in

er
al

iz
at

io
n 

at
 O

yu
 T

ol
go

i 
de

po
sit

, s
ou

th
er

n 
M

on
go

lia

地
質

学
会

鹿
児

島
大

会
で

は
，

モ
ン

ゴ
ル

地
質

学
会

会
長

の
T

. M
un

kh
ba

t氏
を

ご
招

待
し

て
い

ま
す

．
M

un
kh

ba
t会

長
に

は
，「

岩
石

・
鉱

物
・

鉱
床

学
一

般
」

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

て
，

世
界

最
大

級
の

金
及

び
銅

の
鉱

床
と

い
わ

れ
る

モ
ン

ゴ
ル

の
オ

ユ
ト

ル
ゴ

イ
鉱

床
に

つ
い

て
ご

講
演

頂
き

ま
す

モ
ン

ゴ
ル

，
オ

ユ
ト

ル
ゴ

イ
鉱

床

R4
．

変
成

岩
と

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

14
日

（
日

）
第

３
会

場
8:

45
-9

:0
0

R4
-O

-1

清
水

以
知

子
東

北
日

本
沈

み
込

み
プ

レ
ー

ト
境

界
断

層
深

部
の

レ
オ

ロ
ジ

ー
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
の

す
べ

り
域

の
深

部
は

藍
閃

片
岩

相
の

温
度

圧
力

条
件

に
あ

り
，

そ
こ

で
は

プ
レ

ー
ト

境
界

物
質

の
塑

性
変

形
が

推
定

さ
れ

る
．

破
壊

・
摩

擦
強

度
と

海
洋

地
殻

物
質

の
流

動
応

力
を

考
慮

し
て

東
北

沖
の

M
９

震
源

断
層

の
強

度
断

面
を

作
成

し
，延

性
領

域
の

強
度

に
つ

い
て

既
存

の
実

験
室

デ
ー

タ
か

ら
ど

の
程

度
拘

束
を

与
え

ら
れ

る
か

を
議

論
し

た
．

そ
の

結
果

，
物

性
パ

ラ
メ

ー
タ

の
不

確
定

要
素

を
考

慮
し

て
も

延
性

変
形

領
域

の
上

部
に

お
い

て
は

最
大

10
0 

M
Pa

オ
ー

ダ
ー

の
剪

断
強

度
に

達
す

る
こ

と
が

推
定

さ
れ

た
．

地
震

，
プ

レ
ー

ト
境

界
断

層
，

レ
オ

ロ
ジ

ー

14
日

（
日

）
第

３
会

場
9:

15
-9

:3
0

R4
-O

-3

纐
纈

佑
衣

ほ
か

炭
質

物
ラ

マ
ン

温
度

計
を

用
い

た
三

波
川

帯
の

温
度

構
造

の
検

討
：

関
東

山
地

と
四

国
中

央
部

の
比

較

三
波

川
帯

の
泥

質
片

岩
に

含
ま

れ
る

炭
質

物
を

ラ
マ

ン
分

光
分

析
し

て
石

墨
化

度
を

評
価

し
，

温
度

に
換

算
す

る
．

ま
た

，
シ

ュ
ー

ド
セ

ク
シ

ョ
ン

法
を

併
用

し
て

，
関

東
山

地
の

三
波

川
帯

に
お

け
る

泥
質

片
岩

中
の

ザ
ク

ロ
石

が
四

国
中

央
部

と
比

較
し

て
70

℃
程

度
，

黒
雲

母
は

40
℃

程
度

，
低

温
で

出
現

す
る

事
を

示
す

．
そ

の
結

果
を

シ
ュ

ー
ド

セ
ク

シ
ョ

ン
法

で
評

価
す

る
と

，
0.2

 G
Pa

程
度

の
圧

力
差

に
相

当
す

る
．

炭
質

物
ラ

マ
ン

温
度

計
，三

波
川

泥
質

片
岩

，
温

度
構

造
と

圧
力

差
．

14
日

（
日

）
第

３
会

場
10

:3
0-

10
:4

5
R4

-O
-8

宮
崎

一
博

ほ
か

高
温

型
変

成
帯

形
成

の
地

殻
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
と

北
部

九
州

深
成

岩
・

変
成

岩
U

-P
b 

年
代

粘
性

流
体

地
殻

（
H

V
C）

に
低

密
度

高
温

粘
性

流
体

（
LH

V
）

を
配

置
す

る
地

殻
構

造
形

成
の

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
．

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
は

，
粘

性
率

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
違

い
で

，
岩

脈
が

多
産

す
る

か
も

し
く

は
広

域
高

温
領

域
が

生
じ

る
２

つ
の

異
な

る
状

態
が

出
現

し
，

そ
れ

ら
が

形
成

す
る

時
間

ス
ケ

ー
ル

も
異

な
る

結
果

が
得

ら
れ

る
．

そ
の

結
果

を
元

に
，

１
億

年
前

の
北

部
九

州
に

お
け

る
火

成
活

動
と

関
連

す
る

地
殻

形
成

の
状

況
を

推
定

す
る

．

広
域

高
温

領
域

の
変

遷
，

ジ
ル

コ
ン

U
-P

b
年

代

14
日

（
日

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R4

-P
-1

1

小
林

記
之

ほ
か

ボ
ヘ

ミ
ア

山
塊

南
部

モ
ル

ダ
ニ

ュ
ー

ブ
帯

K
tis

産
の

泥
質

片
麻

岩
に

記
録

さ
れ

た
流

体
の

進
化

過
程

チ
ェ

コ
・

ボ
ヘ

ミ
ア

山
塊

南
部

K
tis

産
の

泥
質

片
麻

岩
に

含
ま

れ
る

流
体

包
有

物
の

RA
M

A
N

分
光

分
析

を
行

い
，

鉱
物

の
組

織
や

化
学

組
成

と
の

比
較

か
ら

流
体

組
成

の
時

間
変

化
を

読
み

取
っ

た
研

究
．

流
体

の
進

化
過

程
を

詳
細

な
岩

石
学

的
観

察
に

も
と

づ
い

て
変

成
史

の
中

に
位

置
づ

け
て

い
る

点
が

注
目

さ
れ

る
．

流
体

組
成

変
化

の
要

因
に

つ
い

て
合

理
的

な
解

釈
を

行
っ

て
お

り
，

変
成

流
体

研
究

の
ひ

と
つ

の
方

向
性

が
感

じ
ら

れ
る

．

流
体

，
RA

M
A

N
分

光
分

析
，

変
成

史
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シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

14
日

（
日

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R4

-P
-1

8

斎
藤

　
翼

・
氏

家
恒

太
郎

付
加

体
深

部
に

お
け

る
岩

石
–

流
体

相
互

作
用

：
九

州
東

部
上

部
白

亜
系

四
万

付
加

体
槙

峰
メ

ラ
ン

ジ
ュ

付
加

体
深

部
に

お
け

る
岩

石
－

流
体

相
互

作
用

を
，

四
万

十
付

加
体

の
中

で
最

も
深

い
部

分
に

相
当

す
る

槙
峰

メ
ラ

ン
ジ

ュ
（

宮
崎

県
に

分
布

）
中

の
玄

武
岩

体
を

対
象

に
検

討
す

る
．

著
者

等
は

露
頭

に
て

観
察

さ
れ

る
玄

武
岩

体
は

剪
断

変
形

に
よ

り
構

造
的

に
定

置
し

た
も

の
と

考
え

，
泥

質
岩

と
ド

レ
ラ

イ
ト

境
界

に
沿

っ
た

変
質

が
，

深
部

か
ら

の
高

温
流

体
の

流
入

も
し

く
は

剪
断

発
熱

に
よ

る
温

度
上

昇
な

ど
の

熱
的

影
響

を
反

映
し

て
い

る
可

能
性

を
示

す
．

斑
晶

の
変

質
・

変
形

，
動

的
再

結
晶

，
泥

質
岩

の
優

白
色

化
．

14
日

（
日

）
第

３
会

場
15

:0
0-

15
:1

5
R4

-O
-1

5

東
野

文
子

ほ
か

複
数

段
階

の
高

濃
度

塩
水

活
動

の
意

義
―

東
南

極
セ

ー
ル

・
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

ブ
ラ

ッ
ト

ニ
ー

パ
ネ

の
例

東
南

極
セ

ー
ル

・
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

ブ
ラ

ッ
ト

ニ
ー

パ
ネ

の
片

麻
岩

類
中

に
大

規
模

な
高

濃
度

塩
水

活
動

の
痕

跡
を

発
見

し
た

．
高

濃
度

塩
水

活
動

は
，

片
麻

状
組

織
と

の
関

係
か

ら
少

な
く

と
も

二
段

階
が

認
め

ら
れ

る
．

特
に

片
麻

状
組

織
形

成
後

の
活

動
は

N
aC

l-
K

Cl
を

含
む

塩
水

に
よ

る
と

考
え

ら
れ

る
．

近
年

，
高

濃
度

塩
水

活
動

は
大

規
模

な
物

質
移

動
と

の
関

連
な

ど
か

ら
ホ

ッ
ト

な
話

題
に

な
り

つ
つ

あ
る

．
本

研
究

は
，

高
濃

度
塩

水
の

活
動

時
期

や
流

体
組

成
の

抽
出

に
成

功
し

て
い

る
点

で
興

味
深

い
．

流
体

，
塩

水
，

南
極

14
日

（
日

）
第

３
会

場
15

:1
5-

15
:3

0
R4

-O
-1

6

葛
西

竹
恒

・
植

田
勇

人
沈

み
込

み
帯

深
部

に
お

け
る

マ
ン

ト
ル

の
加

水
様

式
：

北
海

道
幌

加
内

地
域

で
の

検
討

海
洋

プ
レ

ー
ト

起
源

の
高

圧
変

成
岩

に
接

す
る

マ
ン

ト
ル

起
源

の
カ

ン
ラ

ン
岩

の
蛇

紋
岩

化
を

記
載

し
，

沈
み

込
み

プ
レ

ー
ト

境
界

に
お

け
る

マ
ン

ト
ル

の
加

水
様

式
を

議
論

し
た

研
究

．
変

成
岩

か
ら

の
距

離
に

応
じ

て
蛇

紋
岩

化
が

弱
ま

り
，

ま
た

不
均

質
に

な
る

こ
と

を
見

い
だ

し
て

い
る

．
さ

ら
に

沈
み

込
み

プ
レ

ー
ト

境
界

か
ら

離
れ

た
マ

ン
ト

ル
岩

石
に

お
け

る
H

2O
流

体
の

移
動

経
路

と
し

て
亀

裂
の

重
要

性
を

指
摘

し
て

い
る

．

流
体

，
蛇

紋
岩

，
加

水
様

式

14
日

（
日

）
第

３
会

場
15

:3
0-

15
:4

5
R4

-O
-1

7

大
柳

良
介

ほ
か

か
ん

ら
ん

石
–

斜
長

石
–

水
系

に
お

け
る

蛇
紋

岩
化

作
用

の
進

行
と

物
質

移
動

マ
ン

ト
ル

か
ん

ら
ん

岩
の

蛇
紋

岩
化

作
用

を
，

か
ん

ら
ん

石
－

斜
長

石
－

水
系

に
お

け
る

水
熱

実
験

を
通

じ
て

考
察

す
る

．
石

英
と

の
反

応
で

は
体

積
膨

張
と

水
の

吸
収

を
特

徴
と

し
，

シ
リ

カ
の

活
動

度
に

よ
っ

て
反

応
経

路
が

著
し

く
変

化
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
て

い
る

著
者

等
が

，
斜

長
石

と
の

境
界

か
ら

系
統

的
に

変
化

す
る

生
成

物
を

観
察

し
，マ

ン
ト

ル
－

地
殻

境
界

に
お

け
る

加
水

反
応

進
行

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

議
論

を
行

う
．

蛇
紋

岩
化

作
用

，
交

代
反

応
，

含
水

量
変

化
．

R5
．

地
域

地
質

・
地

域
層

序
15

日
（

月
）

第
６

会
場

14
:3

0-
14

:4
5

R5
-O

-1

高
嶋

礼
詩

ほ
か

重
鉱

物
化

学
組

成
を

用
い

た
白

亜
紀

凝
灰

岩
の

対
比

欧
米

で
は

近
年

，
ア

パ
タ

イ
ト

や
黒

雲
母

と
い

っ
た

重
鉱

物
の

化
学

組
成

を
基

に
，

古
い

時
代

の
凝

灰
岩

の
対

比
が

行
わ

れ
て

い
る

．
演

者
ら

は
，

白
亜

系
蝦

夷
層

群
に

お
い

て
，

こ
の

手
法

を
用

い
て

数
10

0 
km

に
わ

た
る

凝
灰

岩
の

追
跡

に
成

功
し

，
日

本
で

も
本

手
法

が
古

い
時

代
の

凝
灰

岩
対

比
に

適
用

で
き

る
こ

と
を

示
し

た
．

重
鉱

物
，

凝
灰

岩
，

対
比

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R5

-P
-1

7

中
江

　
訓

沖
縄

島
北

部
先

新
第

三
系

基
盤

岩
類

に
お

け
る

層
序

区
分

の
再

検
討

と
そ

の
付

加
－

変
成

過
程

演
者

は
，

沖
縄

の
先

新
第

三
紀

付
加

体
に

お
い

て
，

泥
質

片
岩

の
砕

屑
性

ジ
ル

コ
ン

U
-P

b
年

代
と

白
雲

母
K

-A
r年

代
を

と
も

に
測

定
し

，下
位

層
に

お
け

る
白

亜
紀

前
半

-中
頃

の
堆

積
・

付
加

と
白

亜
紀

末
の

変
成

，
お

よ
び

上
位

層
に

お
け

る
暁

新
世

の
堆

積
・

付
加

と
始

新
世

の
変

成
と

い
う

新
旧

2
つ

の
異

な
る

付
加

・
変

成
過

程
が

存
在

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
．

付
加

体
，

U
-P

b
年

代
，

K
-A

r年
代

R6
．

ジ
オ

パ
ー

ク
14

日
（

日
）

第
１

会
場

9:
00

-9
:3

0
R6

-O
-1

【
招

待
講

演
】

大
岩

根
　

尚
ジ

オ
パ

ー
ク

認
定

に
向

け
た

三
島

村
の

取
り

組
人

口
37

0
人

と
い

う
鹿

児
島

県
の

過
疎

の
村

が
，

特
異

な
自

然
・

歴
史

・
文

化
ゆ

え
に

他
分

野
に

わ
た

る
学

術
研

究
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

．
本

講
演

は
そ

の
特

殊
性

を
生

か
し

た
ジ

オ
パ

ー
ク

認
定

に
向

け
た

活
動

の
報

告
で

あ
る

．
今

ま
で

に
無

い
新

し
い

タ
イ

プ
の

ジ
オ

パ
ー

ク
構

想
と

し
て

興
味

深
い

講
演

で
あ

る
．

ジ
オ

パ
ー

ク
，

歴
史

，
文

化

R8
．

海
洋

地
質

14
日

（
日

）
第

５
会

場
14

:4
5-

15
:1

5
R8

-O
-1

3【
招

待
講

演
】

浦
辺

徹
郎

国
連

海
洋

法
に

よ
る

大
陸

棚
限

界
委

員
会

と
日

本
の

延
長

大
陸

棚
国

連
海

洋
法

条
約

が
定

め
る

大
陸

棚
限

界
委

員
会

の
日

本
選

出
委

員
で

あ
る

発
表

者
に

よ
り

，
大

陸
棚

限
界

委
員

会
と

，
平

成
24

年
４

月
の

同
委

員
会

か
ら

我
が

国
に

対
し

て
発

出
さ

れ
た

勧
告

に
基

づ
く

，
日

本
の

延
長

大
陸

棚
に

つ
い

て
紹

介
し

て
頂

く
．

地
質

学
が

国
際

政
治

の
世

界
で

如
何

に
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
か

を
本

講
演

か
ら

伺
い

知
る

こ
と

が
出

来
る

．

国
連

海
洋

法
条

約
，

大
陸

棚
限

界
委

員
会

，
延

長
大

陸
棚

14
日

（
日

）
第

５
会

場
15

:1
5-

15
:4

5
R8

-O
-1

4【
招

待
講

演
】

石
塚

　
治

ほ
か

背
弧

海
盆

拡
大

と
プ

リ
ュ

ー
ム

活
動

の
関

連
 ―

西
フ

ィ
リ

ピ
ン

海
盆

の
拡

大
史

―

我
が

国
の

大
陸

棚
調

査
で

は
，世

界
的

に
も

類
を

見
な

い
高

密
度

な
海

底
の

基
盤

岩
の

採
取

が
実

施
さ

れ
た

．
採

取
さ

れ
た

試
料

は
，

発
表

者
に

よ
り

精
密

年
代

測
定

・
岩

石
化

学
的

解
析

が
行

わ
れ

，
フ

ィ
リ

ピ
ン

海
の

発
達

史
に

つ
い

て
精

密
化

が
行

わ
れ

た
．

本
講

演
で

は
，

特
に

，
マ

ン
ト

ル
プ

ル
ー

ム
の

活
動

と
フ

ィ
リ

ピ
ン

海
の

発
達

に
つ

い
て

の
知

見
が

紹
介

さ
れ

る
．

大
陸

棚
調

査
，

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

，
発

達
史

R9
．

堆
積

物
（

岩
）

の
起

源
・

組
織

・
組

成
13

日
（

土
）

第
６

会
場

10
:4

5-
11

:0
0

R9
-O

-1

山
田

　
努

ほ
か

仙
台

湾
に

お
け

る
福

島
第

一
原

発
事

故
由

来
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

分
布

東
北

日
本

を
広

く
覆

っ
た

放
射

性
物

質
は

，
現

在
も

移
動

・
拡

散
・

集
積

を
続

け
て

い
る

．
放

射
性

物
質

が
付

着
す

る
細

粒
堆

積
物

粒
子

が
，

い
つ

，
ど

の
よ

う
に

運
搬

さ
れ

，
ど

こ
に

，
ど

れ
く

ら
い

堆
積

す
る

の
か

を
調

べ
た

現
世

輸
送

・
堆

積
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
研

究

原
発

事
故

，
セ

シ
ウ

ム

13
日

（
土

）
第

６
会

場
11

:0
0-

11
:1

5
R9

-O
-2

木
村

祐
太

ほ
か

熊
本

県
御

所
浦

・
牛

深
地

域
上

部
白

亜
系

姫
浦

層
群

の
未

固
結

変
形

堆
積

岩
の

未
固

結
変

形
構

造
は

堆
積

環
境

の
物

理
的

背
景

を
示

唆
す

る
地

質
学

的
情

報
の

一
つ

で
あ

る
．

姫
浦

層
群

に
は

異
な

る
海

成
堆

積
相

（
デ

ル
タ

と
海

底
扇

状
地

）
中

に
似

た
よ

う
な

未
固

結
変

形
構

造
が

存
在

し
，

そ
の

形
成

環
境

に
は

共
通

す
る

背
景

が
あ

っ
た

こ
と

が
示

唆
さ

れ
る

．
堆

積
物

の
変

形
構

造
に

注
目

し
た

研
究

未
固

結
変

形
，浅

海
相

，
深

海
相
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シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

13
日

（
土

）
第

６
会

場
12

:1
5-

12
:3

0
R9

-O
-7

吉
田

孝
紀

ほ
か

テ
チ

ス
ヒ

マ
ラ

ヤ
の

上
部

三
畳

系
に

記
録

さ
れ

た
大

陸
風

化
状

況
の

変
化

堆
積

岩
は

そ
の

背
後

に
あ

っ
た

陸
地

の
気

候
状

況
の

変
化

を
記

録
し

て
い

る
．

本
研

究
は

，
ヒ

マ
ラ

ヤ
山

脈
前

縁
域

に
分

布
す

る
上

部
三

畳
系

海
成

層
の

堆
積

相
と

化
学

組
成

か
ら

，
堆

積
期

間
中

に
後

背
地

の
化

学
的

風
化

度
が

大
き

く
低

下
し

た
こ

と
を

示
し

た
．

堆
積

岩
に

よ
る

古
気

候
の

研
究

後
背

地
風

化
作

用
，

古
気

候

R1
0．

炭
酸

塩
岩

の
起

源
と

地
球

環
境

15
日

（
月

）
第

２
会

場
9:

30
-9

:4
5

R1
0-

O
-3

中
澤

　
努

ほ
か

秋
吉

産
大

理
石

石
材

に
み

ら
れ

る
中

期
ペ

ル
ム

紀
の

海
綿

-
被

覆
性

微
生

物
群

集

山
口

県
美

祢
市

の
秋

吉
石

灰
岩

は
国

会
議

事
堂

な
ど

多
く

の
建

造
物

に
使

わ
れ

て
い

る
が

，
そ

の
研

磨
さ

れ
た

石
材

中
の

石
灰

岩
構

成
生

物
群

集
の

産
状

を
詳

細
に

観
察

・
記

載
し

て
石

灰
岩

の
堆

積
環

境
を

復
元

し
て

い
る

．
研

磨
面

に
み

ら
れ

る
海

綿
類

や
被

覆
性

微
生

物
類

を
主

体
と

す
る

造
礁

生
物

群
集

お
よ

び
他

の
構

成
生

物
や

セ
メ

ン
ト

の
性

状
な

ど
か

ら
，

従
来

の
野

外
調

査
で

は
知

り
得

な
か

っ
た

海
綿

-
被

覆
性

微
生

物
群

集
の

生
息

環
境

を
明

ら
か

に
し

て
い

る
．

秋
吉

石
灰

岩
，

研
磨

石
材

，
造

礁
生

物
群

集

15
日

（
月

）
第

２
会

場
9:

45
-1

0:
00

R1
0-

O
-4

本
郷

宙
軌

ほ
か

離
水

サ
ン

ゴ
礁

に
残

さ
れ

た
化

石
サ

ン
ゴ

記
録

を
用

い
た

北
西

太
平

洋
に

お
け

る
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
復

元

生
態

系
の

中
で

も
最

も
多

様
性

に
富

み
か

つ
生

産
的

で
あ

る
サ

ン
ゴ

礁
は

，
近

年
の

気
候

変
化

や
人

為
に

よ
り

多
大

な
影

響
を

受
け

て
い

る
．こ

れ
ら

の
影

響
を

受
け

て
い

な
い

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

本
来

の
状

態（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
）

を
知

る
た

め
に

，
台

湾
お

よ
び

琉
球

列
島

の
３

つ
の

島
に

あ
る

離
水

サ
ン

ゴ
礁

で
サ

ン
ゴ

の
被

覆
率

，
種

構
成

，
種

多
様

性
を

調
査

・
検

討
し

て
い

る
．

そ
の

結
果

，
水

温
変

化
な

ど
に

と
も

な
う

短
期

的
な

イ
ベ

ン
ト

は
あ

る
も

の
の

，
サ

ン
ゴ

の
被

覆
率

や
種

多
様

性
が

過
去

７
千

年
間

安
定

し
て

い
た

こ
と

を
明

ら
か

に
し

て
い

る
．

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
，

環
境

変
化

，
離

水
サ

ン
ゴ

礁

15
日

（
月

）
第

２
会

場
10

:3
0-

11
:0

0
R1

0-
O

-7
【

招
待

講
演

】

吉
村

和
久

カ
ル

ス
ト

に
お

け
る

化
学

的
過

程
と

鍾
乳

石
に

保
存

さ
れ

る
古

環
境

情
報

炭
酸

塩
化

学
・

分
析

化
学

の
専

門
家

で
あ

る
吉

村
氏

が
，

カ
ル

ス
ト

シ
ス

テ
ム

を
理

解
す

る
た

め
に

重
要

で
あ

る
炭

酸
塩

の
溶

解
・

沈
澱

に
つ

い
て

化
学

的
側

面
か

ら
解

説
す

る
．

ま
た

，陸
域

縞
状

炭
酸

塩
堆

積
物

（
鍾

乳
石

と
ト

ウ
フ

ァ
）

に
お

け
る

炭
酸

塩
生

成
の

素
過

程
と

M
g

な
ど

の
微

量
成

分
や

安
定

同
位

体
比

か
ら

読
み

解
く

こ
と

の
で

き
る

古
環

境
情

報
に

つ
い

て
，

自
身

の
研

究
成

果
を

中
心

に
紹

介
す

る
．

カ
ル

ス
ト

，
鍾

乳
石

，
化

学
的

過
程

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R1

0-
P-

5

奥
村

知
世

ほ
か

ク
ロ

ロ
フ

レ
ク

サ
ス

と
硫

黄
酸

化
細

菌
が

形
成

す
る

温
泉

成
ス

ト
ロ

マ
ト

ラ
イ

ト

太
古

の
ス

ト
ロ

マ
ト

ラ
イ

ト
の

形
成

過
程

を
，

組
織

・
成

分
が

酷
似

す
る

ト
ラ

バ
ー

チ
ン

の
縞

状
構

造
の

発
達

条
件

と
の

比
較

検
討

か
ら

明
ら

か
に

し
よ

う
と

す
る

発
表

者
ら

の
研

究
の

１
つ

で
あ

る
．

高
温

で
硫

化
物

に
富

む
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ス

マ
ト

ラ
島

北
部

の
温

泉
に

発
達

す
る

ト
ラ

バ
ー

チ
ン

の
組

織
や

温
泉

水
の

化
学

組
成

変
化

，
表

面
を

覆
う

バ
イ

オ
フ

ィ
ル

ム
の

蛍
光

顕
微

鏡
観

察
と

遺
伝

子
解

析
か

ら
，

酸
素

に
乏

し
く

硫
化

物
に

富
む

太
古

海
洋

で
ス

ト
ロ

マ
ト

ラ
イ

ト
の

縞
状

構
造

を
生

じ
さ

せ
う

る
新

た
な

微
生

物
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

し
て

い
る

．

ス
ト

ロ
マ

ト
ラ

イ
ト

，
縞

状
構

造
，

微
生

物
プ

ロ
セ

ス

R1
1．

堆
積

相
・

堆
積

過
程

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R1

1-
P-

1

佐
々

木
　

華
・

石
原

与
四

郎
画

像
を

用
い

た
年

縞
/

イ
ベ

ン
ト

堆
積

物
の

自
動

認
定

の
試

み
軟

X
線

画
像

の
濃

淡
の

変
化

率
お

よ
び

縞
の

濃
淡

の
振

幅
の

中
間

値
を

用
い

た
手

法
に

カ
ラ

ー
画

像
の

解
析

を
加

え
，

栃
木

県
の

塩
原

層
群

宮
島

層
お

よ
び

岡
山

県
の

蒜
山

原
層

の
縞

状
珪

藻
土

に
つ

い
て

年
縞

と
イ

ベ
ン

ト
堆

積
物

の
自

動
認

定
を

試
み

た
研

究
で

あ
る

．
数

値
化

さ
れ

た
画

像
を

用
い

て
葉

理
の

自
動

認
定

を
行

う
多

く
の

研
究

で
は

イ
ベ

ン
ト

堆
積

物
の

自
動

認
定

は
行

わ
れ

て
い

な
い

が
，

本
方

法
で

は
迅

速
か

つ
客

観
的

に
年

縞
お

よ
び

イ
ベ

ン
ト

堆
積

物
の

認
定

・
特

徴
化

が
で

き
る

点
が

注
目

さ
れ

る
．

年
稿

，
画

像
処

理
，

自
動

認
定

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R1

1-
P-

11

市
川

由
依

・
保

柳
康

一
千

曲
川

沿
い

長
野

県
塩

崎
遺

跡
群

に
お

け
る

環
境

変
遷

と
歴

史
時

代
二

大
洪

水
の

堆
積

様
式

長
野

市
南

部
の

塩
崎

遺
跡

群
で

は
弥

生
か

ら
平

安
期

の
約

10
00

年
間

に
お

よ
ぶ

大
規

模
な

集
落

跡
が

発
掘

さ
れ

て
い

る
が

，
中

世
以

降
の

住
居

跡
は

認
め

ら
れ

な
い

．
遺

跡
東

部
で

発
見

さ
れ

た
２

枚
の

厚
い

砂
層

は
歴

史
記

録
に

あ
る

二
大

洪
水

を
示

し
て

い
る

可
能

性
が

高
い

．
こ

の
研

究
で

は
，

塩
崎

遺
跡

に
お

け
る

地
層

の
広

が
り

と
累

重
を

調
査

し
，

堆
積

環
境

の
変

遷
と

そ
こ

に
挟

在
す

る
洪

水
砂

の
堆

積
様

式
を

考
察

し
て

い
る

．
考

古
学

に
堆

積
学

を
応

用
し

た
例

と
し

て
興

味
深

い
．

遺
跡

，
洪

水
堆

積
物

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R1

1-
P-

12

今
井

　
悟

・
奈

良
正

和
中

新
統

三
崎

層
群

竜
串

層
に

み
ら

れ
る

浅
海

性
津

波
堆

積
物

と
そ

の
堆

積
過

程

波
浪

卓
越

型
の

浅
海

域
に

み
ら

れ
る

地
震

性
の

ス
ラ

ン
プ

堆
積

物
を

覆
う

厚
層

砂
岩

の
堆

積
学

的
な

解
析

を
行

っ
た

．
そ

の
結

果
，

基
底

部
の

沖
―

陸
方

向
の

古
流

向
を

示
す

偽
礫

層
と

そ
の

上
位

の
超

長
波

長
の

波
浪

で
波

浪
限

界
が

極
め

て
深

く
，

強
い

侵
食

作
用

を
伴

う
厚

層
砂

岩
で

特
徴

づ
け

ら
れ

，
津

波
に

よ
る

可
能

性
が

高
い

こ
と

が
分

か
っ

た
．

津
波

堆
積

物
，

浅
海

堆
積

物

15
日

（
月

）
第

２
会

場
14

:4
5-

15
:0

0
R1

1-
O

-2

横
山

由
香

ほ
か

広
田

湾
に

お
け

る
津

波
起

源
堆

積
物

の
細

区
分

20
11

年
３

月
11

日
の

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

に
よ

っ
て

岩
手

県
陸

前
高

田
市

広
田

湾
に

も
た

ら
さ

れ
た

堆
積

物
の

詳
細

な
調

査
結

果
で

あ
る

．
津

波
に

よ
っ

て
浅

海
域

に
も

た
ら

さ
れ

た
堆

積
物

の
調

査
例

は
少

な
く

，
貴

重
な

デ
ー

タ
で

あ
る

．

津
波

堆
積

物
，

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

，
岩

手
県

陸
前

高
田

市
広

田
湾

15
日

（
月

）
第

２
会

場
16

:4
5-

17
:0

0
R1

1-
O

-1
0

風
呂

田
郷

史
ほ

か
北

海
道

夕
張

地
域

に
分

布
す

る
中

新
統

川
端

層
の

植
物

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
分

析
に

よ
る

重
力

流
堆

積
物

の
堆

積
シ

ス
テ

ム
の

解
明

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
を

用
い

て
重

力
流

堆
積

物
の

特
徴

に
つ

い
て

検
討

し
た

．
重

力
流

堆
積

物
の

堆
積

プ
ロ

セ
ス

や
起

源
を

解
明

す
る

新
た

な
試

み
と

し
て

期
待

さ
れ

る
．

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
，

重
力

流
堆

積
物

，
堆

積
過

程
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シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

R1
2．

石
油

・
石

炭
地

質
学

と
有

機
地

球
化

学
14

日
（

日
）

第
２

体
育

館
コ

ア
タ

イ
ム

13
:0

0-
14

:2
0

R1
2-

P-
2

柿
崎

　
聡

ほ
か

流
体

包
有

物
解

析
か

ら
得

ら
れ

た
上

越
海

盆
地

域
の

炭
化

水
素

徴
候

―
基

礎
試

錐
「

上
越

海
丘

」
の

掘
削

結
果

を
踏

ま
え

て
―

20
13

年
度

に
経

済
産

業
省

・
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
の

国
内

石
油

・
天

然
ガ

ス
基

礎
調

査
と

し
て

日
本

海
佐

渡
沖

で
掘

削
さ

れ
た

基
礎

試
錐

「
上

越
海

丘
」

の
掘

削
結

果
概

要
を

，
地

質
学

会
参

加
者

の
皆

様
に

い
ち

早
く

お
届

け
し

ま
す

．

基
礎

調
査

，
石

油
・

天
然

ガ
ス

，
上

越
海

丘

14
日

（
日

）
第

４
会

場
14

:3
0-

15
:0

0
R1

2-
O

-1
【

招
待

講
演

】

加
藤

　
進

宮
崎

県
お

よ
び

沖
縄

県
の

水
溶

性
天

然
ガ

ス
鹿

児
島

大
会

を
機

に
，

九
州

南
部

-
沖

縄
に

お
け

る
石

油
地

質
と

有
機

地
球

化
学

的
な

研
究

成
果

，
特

に
水

溶
性

天
然

ガ
ス

鉱
床

と
炭

化
水

素
の

起
源

に
つ

い
て

発
表

す
る

．
宮

崎
や

沖
縄

で
天

然
ガ

ス
が

取
れ

る
こ

と
を

知
っ

て
い

ま
す

か
？

水
溶

性
天

然
ガ

ス
，

基
盤

岩
フ

ラ
ク

チ
ャ

ー
，

熱
分

解
起

源
14

日
（

日
）

第
４

会
場

15
:1

5-
15

:4
5

R1
2-

O
-3

【
招

待
講

演
】

山
中

寿
朗

ほ
か

島
弧

－
背

弧
系

に
関

連
し

た
海

底
熱

水
活

動
に

よ
る

熱
水

性
石

油
の

生
成

条
件

鹿
児

島
湾

若
尊

熱
水

系
で

の
熱

水
性

石
油

の
成

因
解

明
を

通
し

て
み

た
島

弧
お

よ
び

背
弧

に
お

け
る

熱
水

性
石

油
生

成
の

可
能

性
，

特
に

沖
縄

ト
ラ

フ
に

つ
い

て
発

表
す

る
．

熱
水

性
石

油
，

鹿
児

島
湾

，
沖

縄
ト

ラ
フ

R1
3．

岩
石

・
鉱

物
の

変
形

と
反

応
13

日
（

土
）

第
８

会
場

9:
00

-9
:3

0
R1

3-
O

-1
【

招
待

講
演

】　

平
賀

岳
彦

滑
り

，
回

り
，

動
く

粒
界

が
作

る
岩

石
組

織
岩

石
は

鉱
物

粒
子

の
集

合
体

で
あ

る
．

し
か

し
鉱

物
粒

子
の

存
在

を
規

定
す

る
の

は
粒

子
を

境
す

る
粒

界
で

あ
る

．
こ

の
粒

界
の

性
質

か
ら

地
球

内
部

の
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
や

化
学

を
理

解
し

よ
う

と
い

う
平

賀
氏

ら
の

研
究

成
果

は
，

写
真

の
ネ

ガ
⇔

ポ
ジ

反
転

に
も

似
た

発
想

の
逆

転
を

地
球

科
学

に
強

い
よ

う
と

し
て

い
る

．
岩

石
の

物
性

を
支

配
す

る
の

は
結

晶
な

の
か

．
そ

れ
と

も
境

界
な

の
か

．
講

演
で

は
，

マ
ン

ト
ル

と
地

殻
の

岩
石

に
関

す
る

実
験

と
天

然
の

観
察

か
ら

答
え

が
導

か
れ

る
．

９
/1

3
は

早
起

き
す

べ
し

！

粒
界

，
組

織
形

成
，

レ
オ

ロ
ジ

ー

13
日

（
土

）
第

８
会

場
9:

45
-1

0:
00

R1
3-

O
-3

奥
平

敬
元

ほ
か

下
部

地
殻

斑
れ

い
岩

に
お

け
る

高
温

破
砕

と
粒

径
依

存
型

ク
リ

ー
プ

：
地

震
時

変
形

と
地

震
間

変
形

？

下
部

地
殻

の
レ

オ
ロ

ジ
ー

は
内

陸
地

震
発

生
機

構
の

解
明

の
鍵

と
な

る
．

本
研

究
で

は
，

斑
れ

い
岩

に
発

達
す

る
小

規
模

剪
断

帯
の

変
形

・
変

成
組

織
解

析
を

お
こ

な
い

，
そ

れ
ら

剪
断

帯
が

下
部

地
殻

条
件

に
お

け
る

破
砕

作
用

と
，

そ
の

後
の

加
水

作
用

に
よ

る
細

粒
鉱

物
の

生
成

お
よ

び
そ

れ
に

伴
う

粒
径

依
存

型
ク

リ
ー

プ
を

記
録

し
て

い
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
．

こ
れ

ら
は

，
地

震
時

変
形

（
破

砕
作

用
）

と
，

地
震

後
の

余
効

変
動

時
の

変
形

（
粒

径
依

存
型

ク
リ

ー
プ

）
に

対
応

す
る

可
能

性
が

あ
る

．

下
部

地
殻

，
破

砕
，

粒
径

依
存

型
ク

リ
ー

プ

13
日

（
土

）
第

８
会

場
10

:1
5-

10
:3

0
R1

3-
O

-5

永
冶

方
敬

ほ
か

地
震

波
異

方
性

モ
デ

リ
ン

グ
が

示
す

含
水

前
弧

マ
ン

ト
ル

の
大

規
模

対
流

―
琉

球
弧

の
例

―

地
震

波
速

度
の

異
方

性
は

マ
ン

ト
ル

流
動

を
探

る
有

力
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

．
異

方
性

強
度

が
60

%
に

も
達

す
る

蛇
紋

石
は

流
れ

の
マ

ー
カ

ー
と

な
り

う
る

．
本

研
究

で
は

ウ
ェ

ッ
ジ

マ
ン

ト
ル

の
対

流
に

よ
る

蛇
紋

石
の

配
列

と
，

そ
の

結
果

と
し

て
生

ず
る

地
震

波
異

方
性

を
モ

デ
ル

計
算

し
，

琉
球

弧
に

お
け

る
S

波
異

方
性

の
伝

播
経

路
に

応
じ

た
変

化
（

観
測

結
果

）
の

説
明

を
試

み
た

．
解

析
結

果
は

従
来

の
認

識
よ

り
多

量
な

蛇
紋

石
の

存
在

と
循

環
的

な
対

流
パ

タ
ー

ン
を

描
き

出
す

．
博

士
学

生
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

．

マ
ン

ト
ル

対
流

，
地

震
波

速
度

異
方

性
，

蛇
紋

岩

13
日

（
土

）
第

８
会

場
10

:4
5-

11
:0

0
R1

3-
O

-6

岡
本

　
敦

・
清

水
浩

之
加

水
・

脱
水

反
応

に
起

因
す

る
フ

ラ
ク

チ
ャ

ー
形

成
：

反
応

に
よ

る
固

体
体

積
変

化
の

影
響

高
温

高
圧

下
で

起
こ

る
加

水
・

脱
水

反
応

は
，固

体
体

積
の

変
化

を
伴

う
．こ

の
変

化
は

，岩
石

の
強

度
，組

織
，

流
体

圧
な

ど
を

変
化

さ
せ

，
地

球
内

部
の

レ
オ

ロ
ジ

ー
に

多
大

な
影

響
を

与
え

る
．

本
研

究
は

，
蛇

紋
岩

化
作

用
に

伴
う

メ
ッ

シ
ュ

組
織

な
ど

，
変

成
反

応
と

結
び

付
い

た
変

形
組

織
の

発
達

過
程

に
つ

い
て

，
反

応
－

変
形

－
流

体
流

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

，
脱

水
反

応
並

び
に

加
水

反
応

に
お

け
る

き
裂

パ
タ

ー
ン

を
解

析
し

た
．

講
演

で
は

そ
の

最
新

の
成

果
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

た
だ

く
．

加
水

反
応

，脱
水

反
応

，
反

応
-変

形
-流

体
流

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

13
日

（
土

）
第

８
会

場
12

:1
5-

12
:3

0
R1

3-
O

-1
2

大
橋

聖
和

 
長

期
的

な
物

質
・

組
織

変
化

に
よ

る
断

層
強

度
変

遷
断

層
の

強
度

は
，

地
殻

応
力

問
題

や
地

震
の

発
生

予
測

に
関

連
し

て
非

常
に

重
要

で
あ

る
．

し
か

し
，

断
層

強
度

の
長

期
的

な
時

間
変

遷
を

，
物

質
学

的
に

評
価

す
る

試
み

は
こ

れ
ま

で
ほ

と
ん

ど
お

こ
な

わ
れ

て
こ

な
か

っ
た

．本
研

究
で

は
，断

層
沿

い
に

形
成

さ
れ

る
す

べ
り

強
度

の
小

さ
い

鉱
物

と
そ

の
組

織
の

発
達

に
伴

っ
て

，
断

層
強

度
が

時
間

と
と

も
に

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
の

か
を

定
量

的
に

評
価

し
て

い
る

．

断
層

強
度

，
断

層
潤

滑
物

質
，

断
層

内
部

組
織

R1
4．

沈
み

込
み

帯
・

陸
上

付
加

体
14

日
（

日
）

第
８

会
場

14
:3

0-
15

:0
0

R1
4-

O
-1

【
招

待
講

演
】

井
出

　
哲

・
田

中
愛

幸
深

部
微

動
が

明
ら

か
に

す
る

潮
汐

の
プ

レ
ー

ト
運

動
へ

の
影

響
南

海
ト

ラ
フ

に
お

け
る

深
部

微
動

活
動

に
強

い
年

周
変

化
と

潮
位

依
存

性
を

見
出

し
，

過
去

50
年

に
渡

る
観

測
潮

位
記

録
に

経
験

則
を

当
て

は
め

る
こ

と
で

，
西

日
本

で
観

測
さ

れ
る

地
震

数
の

長
期

的
な

変
動

や
南

海
ト

ラ
フ

の
巨

大
地

震
の

弱
い

周
期

性
を

説
明

す
る

発
表

で
あ

る
．

南
海

ト
ラ

フ
の

巨
大

地
震

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

中
で

，
本

発
表

は
そ

の
発

生
リ

ス
ク

を
物

理
的

に
評

価
し

う
る

画
期

的
な

も
の

で
あ

る
．

南
海

ト
ラ

フ
，

深
部

微
動

，
潮

汐

14
日

（
日

）
第

８
会

場
16

:0
0-

16
:3

0
R1

4-
O

-6
【

招
待

講
演

】

高
田

陽
一

郎
In

SA
R

画
像

の
地

質
学

的
解

釈
：

巨
大

地
震

に
伴

う
火

山
の

沈
降

人
工

衛
星

搭
載

型
の

干
渉

合
成

開
口

レ
ー

ダ
ー

（
In

SA
R）

を
用

い
て

，
20

11
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

な
ど

の
海

溝
型

巨
大

地
震

に
伴

い
火

山
が

沈
降

し
た

こ
と

を
示

す
発

表
で

あ
る

．
地

震
に

伴
う

伸
張

応
力

の
増

加
に

伴
っ

て
，

火
山

地
下

の
高

温
物

質
が

変
形

ま
た

は
高

温
水

が
流

失
す

る
こ

と
で

，
火

山
の

沈
降

を
引

き
起

こ
す

と
推

察
し

て
お

り
，

大
変

興
味

深
い

研
究

成
果

で
あ

る
．

干
渉

合
成

開
口

レ
ー

ダ
ー

，
海

溝
型

巨
大

地
震

，
火

山

R1
5．

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

15
日

（
月

）
第

８
会

場
9:

15
-9

:4
5

R1
5-

O
-3

【
招

待
講

演
】

木
村

　
学

ほ
か

中
期

中
新

世
海

溝
三

重
会

合
点

の
急

移
動

と
西

南
日

本
列

島
地

殻
の

急
成

長

木
村

会
員

は
長

年
，

地
質

学
的

・
地

球
物

理
学

的
手

法
を

組
み

合
わ

せ
陸

上
・

海
洋

付
加

体
の

研
究

か
ら

プ
レ

ー
ト

沈
み

込
み

帯
を

含
む

島
弧

の
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
の

復
元

に
つ

い
て

研
究

を
行

っ
て

き
た

．本
発

表
で

は
，

南
海

ト
ラ

フ
や

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

プ
レ

ー
ト

に
対

す
る

最
新

の
地

 球
物

理
学

的
観

測
と

深
海

掘
削

に
よ

り
得

ら
れ

た
豊

富
な

知
見

を
ま

と
め

る
こ

と
で

，
中

期
中

新
世

以
降

の
西

南
日

本
地

殻
の

急
成

長
は

，
海

溝
三

重
会

合
点

の
急

速
な

移
動

に
よ

っ
て

も
た

ら
さ

れ
た

こ
と

を
提

案
す

る
．

西
南

日
本

の
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
，

南
海

ト
ラ

フ

プログラム_p01_18.indd   15 14/08/26   12:04

（資料６）



シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

15
日

（
月

）
第

８
会

場
9:

45
-1

0:
15

R1
5-

O
-4

【
招

待
講

演
】

松
本

　
聡

九
州

内
陸

に
お

け
る

地
殻

活
動

・
構

造
特

性
松

本
氏

は
地

震
波

を
用

い
た

地
殻

の
速

度
・

散
乱

構
造

解
析

お
よ

び
地

殻
応

力
解

析
を

専
門

と
し

，
九

州
地

方
で

の
地

震
や

地
殻

変
動

観
測

を
続

け
る

第
一

人
者

で
あ

る
．

本
発

表
で

は
，

九
州

地
方

の
地

震
活

動
，

測
地

学
的

歪
速

度
分

布
，

地
殻

熱
構

造
な

ど
を

総
合

し
，

現
在

の
地

殻
変

形
活

動
に

つ
い

て
最

新
の

知
見

を
紹

介
し

て
頂

く
．

以
上

を
総

合
し

，
九

州
内

陸
に

お
い

て
，

ひ
ず

み
速

度
・

偏
差

応
力

場
な

ど
力

学
的

特
性

は
地

質
構

造
・

地
震

活
動

と
密

接
に

関
連

し
て

い
る

こ
と

を
示

す
．

九
州

地
方

，地
震

活
動

，
地

殻
構

造

15
日

（
月

）
第

８
会

場
11

:1
5-

11
:3

0
R1

5-
O

-9

石
川

正
弘

ほ
か

関
東

地
震

震
源

断
層

直
下

の
ス

ラ
ブ

構
成

岩
石

：
伊

豆
衝

突
帯

の
例

関
東

地
震

震
源

断
層

（
メ

ガ
ス

ラ
ス

ト
）

の
実

態
を

理
解

す
る

上
で

，
フ

ィ
リ

ピ
ン

海
プ

レ
ー

ト
と

陸
側

プ
レ

ー
ト

接
合

部
で

あ
る

伊
豆

衝
突

帯
下

の
地

殻
構

造
と

構
造

岩
石

を
推

測
す

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
．

発
表

者
ら

は
丹

沢
山

地
に

露
出

す
る

伊
豆

小
笠

原
弧

下
部

地
殻

由
来

の
深

成
岩

を
用

い
て

，
弾

性
波

速
度

構
造

や
相

平
衡

図
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
て

，
伊

豆
衝

突
帯

下
の

ス
ラ

ブ
構

成
モ

デ
ル

に
つ

い
て

論
じ

る
．

伊
豆

衝
突

帯
，

地
殻

構
造

，
弾

性
波

速
度

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R1

5-
P-

8

木
村

治
夫

ほ
か

福
島

県
浜

通
り

地
域

の
二

ツ
箭

断
層

・
井

戸
沢

断
層

に
お

け
る

地
中

レ
ー

ダ
ー

探
査

プ
レ

ー
ト

境
界

型
巨

大
地

震
に

誘
発

さ
れ

る
内

陸
活

断
層

型
地

震
を

理
解

す
る

上
で

，
よ

く
似

た
変

位
セ

ン
ス

・
走

向
・

断
層

長
の

活
断

層
で

あ
り

な
が

ら
活

動
し

た
断

層
と

そ
う

で
な

い
断

層
の

性
状

の
類

似
点

と
相

違
点

を
把

握
す

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
．

発
表

者
ら

は
，

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

以
降

に
活

動
し

た
井

戸
沢

断
層

と
活

動
し

て
い

な
い

二
ツ

箭
断

層
の

地
表

下
深

度
最

大
10

 m
程

度
ま

で
の

極
浅

層
地

下
構

造
を

地
中

レ
ー

ダ
ー

探
査

か
ら

明
ら

か
に

し
た

．

地
中

レ
ー

ダ
ー

，
極

浅
層

地
下

構
造

，
誘

発
地

震
 

15
日

（
月

）
第

８
会

場
14

:4
5-

15
:0

0
R1

5-
O

-1
2

大
谷

具
幸

ほ
か

前
期

更
新

世
ま

で
に

活
動

を
停

止
し

た
断

層
に

お
け

る
破

砕
帯

の
鉱

物
学

的
・

地
化

学
的

特
徴

 

活
断

層
の

活
動

性
を

評
価

す
る

際
に

若
い

被
覆

層
が

残
さ

れ
て

い
な

い
場

合
が

あ
り

，
基

盤
岩

に
発

達
す

る
破

砕
帯

か
ら

活
動

性
を

評
価

す
る

手
法

の
開

発
が

望
ま

れ
て

い
る

．
発

表
者

ら
は

，
比

較
的

最
近

の
地

質
時

代
に

活
動

を
停

止
し

た
断

層
の

破
砕

帯
と

，
活

断
層

の
破

砕
帯

と
を

鉱
物

学
的

・
地

化
学

的
デ

ー
タ

を
用

い
て

比
較

す
る

こ
と

で
，

特
徴

の
違

い
を

明
ら

か
に

し
た

．
 

活
断

層
の

活
動

性
評

価
，

中
央

構
造

線
，

鉱
物

学
的

・
地

球
化

学
的

特
徴

R1
6．

古
生

物
13

日
（

土
）

第
４

会
場

9:
30

-9
:4

5
R1

6-
O

-1

生
形

貴
男

・
山

下
修

平
採

集
者

バ
イ

ア
ス

が
標

本
レ

ベ
ル

の
多

様
性

評
価

に
及

ぼ
す

影
響

古
生

物
多

様
性

変
動

史
の

研
究

に
用

い
ら

れ
る

産
出

記
録

や
，

そ
こ

か
ら

構
築

さ
れ

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

，
研

究
者

に
よ

る
様

々
な

バ
イ

ア
ス

を
被

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

．
そ

こ
で

本
研

究
で

は
，

白
亜

系
蝦

夷
層

群
産

の
ア

ン
モ

ノ
イ

ド
を

対
象

に
，研

究
用

試
料

と
博

物
館

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
種

‐
個

体
数

関
係

を
比

較
し

，
ど

の
程

度
の

採
集

者
バ

イ
ア

ス
が

あ
る

の
か

を
評

価
し

た
．

こ
れ

ら
を

正
確

に
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
よ

り
確

実
な

評
価

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
．

採
集

者
バ

イ
ア

ス
，

種
と

個
体

数
の

関
係

，
多

様
性

R2
0．

応
用

地
質

学
一

般
お

よ
び

ノ
ン

テ
ク

ト
ニ

ッ
ク

構
造

15
日

（
月

）
第

４
会

場
9:

15
-9

:4
5

R2
0-

O
-1

【
招

待
講

演
】

地
頭

薗
　

隆
九

州
に

お
け

る
土

砂
災

害
と

防
災

研
究

地
頭

薗
教

授
は

，
土

砂
災

害
，

深
層

崩
壊

，
シ

ラ
ス

斜
面

の
崩

壊
，

桜
島

の
土

石
流

，
森

林
と

水
，

屋
久

島
の

水
な

ど
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

，
火

山
地

帯
等

に
お

け
る

斜
面

崩
壊

と
水

文
現

象
な

ど
に

つ
い

て
長

年
研

究
さ

れ
て

お
ら

れ
ま

す
．

こ
こ

で
は

特
に

九
州

に
特

有
な

シ
ラ

ス
斜

面
の

表
層

崩
壊

と
九

州
で

発
生

し
た

深
層

崩
壊

の
発

生
予

測
に

関
す

る
研

究
内

容
を

中
心

に
ご

講
演

い
た

だ
き

ま
す

．

九
州

，
表

層
崩

壊
，

深
層

崩
壊

15
日

（
月

）
第

４
会

場
10

:3
0-

10
:4

5
R2

0-
O

-5

原
山

　
智

・
信

州
大

学
振

動
調

査
グ

ル
ー

プ

松
本

盆
地

中
部

の
伏

在
断

層
－

微
動

ア
レ

ー
探

査
（

空
間

自
己

相
関

法
）

に
よ

る
地

下
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
事

例
－

地
震

防
災

に
関

し
て

松
本

盆
地

で
は

こ
れ

ま
で

盆
地

東
縁

の
牛

伏
寺

断
層

（
糸

魚
川

静
岡

活
断

層
系

）
が

注
目

さ
れ

て
お

り
ま

し
た

が
，

こ
こ

で
は

微
動

ア
レ

ー
探

査
を

用
い

て
，

初
め

て
松

本
盆

地
内

部
に

も
活

断
層

が
伏

在
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

内
容

に
つ

い
て

ご
講

演
さ

れ
ま

す
．

筆
者

ら
は

，
松

本
盆

地
中

央
部

の
地

下
に

東
落

ち
で

垂
直

変
位

が
40

0-
80

0 
m

あ
る

複
数

の
伏

在
正

断
層

を
推

定
し

て
い

ま
す

．

松
本

盆
地

，
伏

在
活

断
層

，
微

動
ア

レ
ー

探
査

15
日

（
月

）
第

４
会

場
11

:1
5-

11
:4

5
R2

0-
O

-8
【

招
待

講
演

】

大
澤

英
昭

地
層

処
分

の
社

会
的

受
容

の
要

因
は

な
に

か
？

：
社

会
心

理
学

的
視

点
か

ら

大
澤

博
士

は
，

放
射

性
廃

棄
物

の
地

層
処

分
（

地
下

30
0 

m
以

深
の

安
定

し
た

地
層

に
処

分
）

研
究

に
関

わ
る

中
で

，
社

会
に

お
け

る
合

意
形

成
の

問
題

の
重

要
性

を
認

識
し

，
社

会
学

的
心

理
学

的
研

究
を

行
っ

て
お

ら
れ

ま
す

．
こ

こ
で

は
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
棄

物
の

地
層

処
分

施
設

立
地

調
査

の
受

容
要

因
検

討
の

た
め

に
実

施
さ

れ
た

構
造

方
程

式
モ

デ
リ

ン
グ

の
結

果
や

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
前

後
に

生
じ

た
社

会
心

理
的

変
化

な
ど

に
つ

い
て

ご
講

演
い

た
だ

き
ま

す
．

地
層

処
分

，
社

会
的

受
容

要
因

，
構

造
方

程
式

モ
デ

リ
ン

グ

R2
1．

地
学

教
育

・
地

学
史

14
日

（
日

）
第

４
会

場
10

:0
0-

10
:1

5
R2

1-
O

-1【
招

待
講

演（
国

際
）】

A
la

n 
Lo

rd
T

he
 G

eo
lo

gi
ca

l 
So

ci
et

y 
of

 
Lo

nd
on

 p
as

t,
 p

re
se

nt
 a

nd
 

fu
tu

re

18
07

年
，

世
界

で
は

じ
め

て
ロ

ン
ド

ン
に

地
質

学
会

が
創

立
さ

れ
た

．
創

設
の

い
き

さ
つ

と
20

0
年

を
超

え
る

そ
の

歴
史

を
簡

潔
に

述
べ

，
地

球
環

境
が

ま
す

ま
す

複
雑

に
な

っ
て

い
る

現
在

，
世

界
最

古
の

ロ
ン

ド
ン

地
質

学
会

は
，

世
界

へ
情

報
を

発
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

そ
の

使
命

を
語

る
．

G
eo

lo
gi

ca
l 

So
ci

et
y 

of
 L

on
do

n,
　

18
07

, 
Pu

bl
ish

in
g 

H
ou

se
R2

2．
第

四
紀

地
質

15
日

（
月

）
第

５
会

場
11

:0
0-

11
:1

5
R2

2-
O

-6

林
　

圭
一

ほ
か

有
機

質
膜

を
も

つ
微

生
物

遺
骸

（
渦

鞭
毛

藻
シ

ス
ト

）
を

利
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

堆
積

物
の

起
源

推
定

イ
ベ

ン
ト

堆
積

物
か

ら
産

出
す

る
微

化
石

は
，そ

の
起

源
の

推
定

に
有

用
な

情
報

を
提

供
す

る
．

本
研

究
は

，
奥

尻
島

に
お

け
る

津
波

堆
積

物
中

の
有

機
質

微
化

石
（

パ
リ

ノ
モ

ル
フ

）
を

解
析

し
た

も
の

で
あ

る
．

研
究

結
果

は
，

パ
リ

ノ
モ

ル
フ

の
一

種
で

あ
る

渦
鞭

毛
藻

シ
ス

ト
が

，
有

孔
虫

な
ど

の
石

灰
質

殻
が

消
失

し
や

す
い

酸
性

環
境

に
お

い
て

も
産

出
す

る
こ

と
を

示
す

も
の

で
あ

る
．

津
波

堆
積

物
の

有
効

な
解

析
法

と
し

て
注

目
さ

れ
る

．

パ
リ

ノ
モ

ル
フ

，
奥

尻
島

，
津

波
堆

積
物
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シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R2

2-
P-

2

井
内

美
郎

ほ
か

過
去

約
５

万
年

間
の

琵
琶

湖
湖

水
位

変
動

史
―

(概
報

)―
現

在
の

琵
琶

湖
に

お
け

る
モ

ダ
ン

ア
ナ

ロ
グ

に
基

づ
き

堆
積

物
の

粒
度

（
本

研
究

で
は

含
砂

率
）

か
ら

堆
積

時
の

古
水

深
を

求
め

て
お

り
，そ

れ
自

体
が

説
得

力
を

持
っ

た
研

究
手

法
と

し
て

有
用

で
あ

る
．さ

ら
に

，「
地

史
学

的
姿

態
曲

線
」

を
描

き
出

し
，

そ
れ

か
ら

構
造

運
動

に
起

因
す

る
沈

降
（

相
対

的
水

位
上

昇
）

と
気

候
変

動
に

起
因

す
る

水
深

の
増

減
と

を
分

離
し

，
気

候
（

降
水

量
と

蒸
発

量
）

の
変

動
が

も
た

ら
し

た
水

位
変

動
を

過
去

５
万

年
間

に
わ

た
っ

て
解

明
し

た
結

果
は

興
味

深
い

．

琵
琶

湖
，

水
位

変
動

，
気

候
変

動

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R2

2-
P-

4

橋
本

真
樹

ほ
か

日
中

韓
三

国
の

湖
沼

底
質

中
に

含
ま

れ
る

球
状

炭
化

粒
子

の
分

析
に

基
づ

い
た

越
境

大
気

汚
染

履
歴

の
検

討

SC
Ps

は
化

石
燃

料
の

高
温

燃
焼

に
よ

り
生

じ
る

微
粒

子
で

，
工

業
活

動
の

指
標

と
し

て
注

目
さ

れ
る

．
本

研
究

は
，

日
中

韓
で

採
取

さ
れ

た
複

数
の

湖
沼

堆
積

物
か

ら
SC

Ps
を

抽
出

し
，

そ
の

元
素

組
成

や
含

有
量

の
時

系
列

変
化

か
ら

，
日

本
の

非
産

業
地

域
の

大
気

汚
染

粒
子

の
発

生
源

を
特

定
し

た
も

の
で

あ
る

．
越

境
汚

染
の

評
価

に
対

し
有

用
な

研
究

と
し

て
今

後
の

発
展

が
期

待
さ

れ
る

．

球
状

炭
化

粒
子

，
越

境
汚

染

15
日

（
月

）
第

２
体

育
館

コ
ア

タ
イ

ム
13

:0
0-

14
:2

0
R2

2-
P-

10

廣
内

大
助

ほ
か

阿
寺

断
層

帯
中

部
に

お
け

る
後

期
更

新
世

以
降

の
断

層
運

動
―

中
津

川
市

加
子

母
二

渡
地

区
ト

レ
ン

チ
調

査
―

岐
阜

県
東

部
に

分
布

す
る

阿
寺

断
層

帯
は

活
発

な
活

動
断

層
と

し
て

よ
く

知
ら

れ
て

い
る

．
70

 k
m

ほ
ど

の
長

さ
を

も
つ

同
断

層
の

中
部

，
中

津
川

市
加

子
母

二
渡

地
区

で
新

に
掘

削
さ

れ
た

ト
レ

ン
チ

調
査

の
報

告
で

あ
る

．
２

系
統

の
断

層
が

確
認

さ
れ

，
最

新
期

の
F2

は
表

土
層

を
変

位
さ

せ
て

お
り

，
89

5
年

以
降

の
活

動
と

推
定

さ
れ

て
い

る
．

F1
断

層
は

「
36

45
±

25
yB

P 
以

降
－

28
15

±
25

yB
P 

以
前

の
可

能
性

が
高

い
」

と
さ

れ
．

阿
寺

断
層

の
活

動
性

が
検

証
さ

れ
つ

つ
あ

る
こ

と
が

わ
か

る
．

阿
寺

断
層

，
ト

レ
ン

チ
調

査
，

活
断

層

15
日

（
月

）
第

５
会

場
15

:4
5-

16
:0

0
R2

2-
O

-1
3

菅
沼

悠
介

ほ
か

第
四

紀
に

お
け

る
東

南
極

氷
床

高
度

の
低

下
と

南
極

寒
冷

圏
シ

ス
テ

ム
進

化

氷
床

上
に

突
き

で
た

内
陸

山
塊

で
あ

る
セ

ー
ル

・
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

で
，

地
形

・
地

質
学

的
調

査
に

加
え

，
露

岩
の

10
Be

年
代

測
定

，
GI

A
氷

床
モ

デ
リ

ン
グ

な
ど

の
手

法
を

組
み

合
わ

せ
て

，
第

四
紀

に
な

っ
て

氷
床

高
度

が
50

0 
m

も
低

下
し

た
可

能
性

を
示

し
た

．
第

四
紀

は
寒

冷
化

が
進

行
し

た
時

代
で

あ
り

，
氷

床
量

は
南

極
に

お
い

て
も

増
加

し
た

と
考

え
る

「
常

識
」

に
反

す
る

結
果

は
興

味
深

い
．

そ
の

原
因

を
水

蒸
気

源
の

低
緯

度
側

へ
の

移
動

に
よ

る
降

雪
量

の
低

下
と

考
え

，
南

極
域

の
気

候
シ

ス
テ

ム
の

変
遷

に
も

考
察

を
進

め
て

い
る

．

10
Be

，南
極

氷
床

，セ
ー

ル
・

ロ
ン

ダ
ー

ネ
山

地

R2
3．

地
球

史
15

日
（

月
）

第
７

会
場

9:
30

-9
:4

5
R2

3-
O

-3

伊
左

治
雄

太
ほ

か
海

底
堆

積
物

を
用

い
た

ア
デ

ン
湾

周
辺

域
の

古
環

境
復

元
ホ

モ
・

サ
ピ

エ
ン

ス
の

脱
ア

フ
リ

カ
に

深
く

か
か

わ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
ア

フ
リ

カ
北

東
部

-ア
ラ

ビ
ア

半
島

の
詳

細
な

気
候

変
動

を
，

ア
デ

ン
湾

の
海

底
コ

ア
試

料
か

ら
明

ら
か

に
し

た
研

究
．

ア
デ

ン
湾

は
人

類
進

化
を

知
る

上
で

非
常

に
重

要
な

海
域

に
も

関
わ

ら
ず

，
現

在
は

政
治

的
な

問
題

か
ら

調
査

が
困

難
と

な
っ

て
い

る
．

情
勢

悪
化

直
前

の
20

01
年

に
白

鳳
丸

で
採

取
さ

れ
た

貴
重

な
コ

ア
か

ら
得

ら
れ

た
古

気
候

デ
ー

タ
に

ご
注

目
く

だ
さ

い
．

気
候

変
動

，ア
デ

ン
湾

，
人

類
進

化

15
日

（
月

）
第

７
会

場
15

:3
0-

15
:4

5
R2

3-
O

-1
5

佐
藤

友
彦

ほ
か

南
中

国
雲

南
省

リ
ン

酸
塩

堆
積

盆
地

に
お

け
る

「
カ

ン
ブ

リ
ア

爆
発

」
中

心
の

探
索

「
カ

ン
ブ

リ
ア

爆
発

」
で

有
名

な
澄

江
化

石
群

が
産

す
る

中
国

雲
南

省
に

お
い

て
地

質
調

査
を

行
い

，
生

物
の

爆
発

的
な

進
化

が
ど

こ
で

起
こ

っ
た

の
か

を
検

討
し

た
発

表
で

あ
る

．
リ

ン
酸

塩
が

濃
集

す
る

閉
鎖

的
な

干
潟

環
境

で
生

物
が

多
様

化
し

た
と

指
摘

す
る

．
ま

た
，

新
た

に
発

見
し

た
カ

ン
ブ

リ
ア

紀
最

初
期

の
大

型
化

石
に

つ
い

て
も

報
告

す
る

．

カ
ン

ブ
リ

ア
爆

発
，

リ
ン

酸
塩

岩
，

南
中

国
 

15
日

（
月

）
第

７
会

場
16

:4
5-

17
:0

0
R2

3-
O

-2
0

越
田

渓
子

ほ
か

Re
-O

s 
同

位
体

か
ら

探
る

ア
カ

ス
タ

片
麻

岩
体

苦
鉄

質
の

形
成

年
代

ア
カ

ス
タ

片
麻

岩
体

は
正

片
麻

岩
中

の
ジ

ル
コ

ン
年

代
か

ら
最

古
の

地
質

体
（

40
.3

億
年

前
）

と
し

て
知

ら
れ

て
い

る
．

私
た

ち
の

地
質

学
的

研
究

に
よ

っ
て

，
正

片
麻

岩
に

切
ら

れ
る

苦
鉄

質
岩

が
存

在
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
た

が
，

そ
の

岩
石

は
火

成
ジ

ル
コ

ン
を

含
ま

な
い

た
め

，
そ

の
形

成
年

代
を

決
め

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

．
苦

鉄
質

岩
類

の
全

岩
Re

-O
s同

位
体

測
定

の
結

果
，

そ
の

一
部

は
約

41
億

年
前

の
年

代
を

持
つ

こ
と

が
分

か
っ

た
．

本
地

域
に

冥
王

代
岩

石
が

存
在

す
る

こ
と

を
示

唆
す

る
．

冥
王

代
，

Re
-O

s同
位

体
系

，
苦

鉄
質

岩

R2
4．

原
子

力
と

地
質

科
学

14
日

（
日

）
第

７
会

場
15

:4
5-

16
:1

5
R2

4-
O

-1
【

招
待

講
演

】

鷺
谷

　
威

地
球

科
学

の
社

会
的

役
割

と
そ

の
限

界
M

9
を

超
え

る
巨

大
地

震
で

あ
っ

た
20

11
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

が
想

定
で

き
ず

，
原

子
力

発
電

所
で

大
事

故
が

発
生

し
た

こ
と

で
科

学
技

術
や

専
門

家
は

社
会

の
信

頼
を

失
っ

た
．

そ
の

中
で

，
日

本
地

震
学

会
の

対
応

検
討

の
臨

時
委

員
会

で
報

告
・

提
言

の
取

り
ま

と
め

な
ど

を
行

っ
て

き
た

講
演

者
が

，
学

会
や

国
が

行
っ

て
い

る
地

震
の

長
期

評
価

に
触

れ
な

が
ら

，
社

会
に

お
け

る
地

球
科

学
者

の
役

割
と

そ
の

限
界

に
つ

い
て

の
考

え
を

紹
介

す
る

．

地
球

科
学

者
，

役
割

，
限

界

R2
5．

鉱
物

資
源

と
地

球
物

質
循

環
13

日
（

土
）

第
７

会
場

9:
30

-1
0:

00
R2

5-
O

-1
【

招
待

講
演

】

田
近

英
一

地
球

環
境

変
動

に
伴

う
元

素
の

生
物

地
球

化
学

循
環

変
動

：
全

球
凍

結
と

マ
ン

ガ
ン

鉱
床

形
成

本
発

表
は

，
気

候
及

び
大

気
上

層
に

お
け

る
光

化
学

反
応

＋
大

気
海

洋
系

の
生

物
地

球
化

学
循

環
を

結
合

し
た

新
た

な
モ

デ
ル

に
よ

っ
て

，
全

球
凍

結
直

後
の

地
球

に
お

け
る

海
洋

の
異

常
な

富
栄

養
化

と
シ

ア
ノ

バ
ク

テ
リ

ア
の

異
常

繁
殖

，
そ

し
て

そ
れ

に
伴

う
気

酸
素

濃
度

上
昇

の
過

程
を

明
ら

か
に

し
た

も
の

で
あ

る
．

発
表

者
は

，こ
の

こ
と

が
さ

ら
に

海
洋

の
マ

ン
ガ

ン
の

大
量

沈
殿

を
引

き
起

こ
し

た
可

能
性

を
指

摘
し

て
お

り
，

全
球

規
模

の
地

球
環

境
変

動
と

資
源

の
生

成
と

の
関

連
を

明
ら

か
に

す
る

重
要

な
成

果
で

あ
る

．

全
球

凍
結

，
大

気
酸

素
濃

度
上

昇
，

マ
ン

ガ
ン

鉱
床
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シ
ン
ポ
/
セ
ッ
シ
ョ
ン
名

発
表
日
時
・
会
場
・
講
演
番
号

発
表
者
氏
名

発
表
タ
イ
ト
ル

紹
介
文

キ
ー
ワ
ー
ド

13
日

（
土

）
第

７
会

場
10

:0
0-

10
:1

5
R2

5-
O

-2

小
宮

　
剛

初
期

太
古

代
縞

状
鉄

鉱
層

と
鉄

同
位

体
値

世
界

最
古

（
39

.6
億

年
前

）
の

縞
状

鉄
鉱

層
（

BI
F）

の
地

質
学

的
・

地
球

化
学

的
研

究
か

ら
，

深
海

域
と

浅
海

域
で

生
成

し
た

２
つ

の
異

な
る

タ
イ

プ
が

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

，
さ

ら
に

そ
の

鉄
同

位
体

比
か

ら
，

浅
海

タ
イ

プ
が

鉄
酸

化
バ

ク
テ

リ
ア

に
よ

っ
て

生
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

可
能

性
を

示
唆

す
る

発
表

で
あ

る
．

約
40

億
年

前
の

BI
F

が
鉄

酸
化

バ
ク

テ
リ

ア
に

よ
っ

て
生

成
さ

れ
て

い
る

と
い

う
本

研
究

の
結

果
は

，
BI

F
の

成
因

の
み

な
ら

ず
，

生
命

の
進

化
史

に
も

重
要

な
示

唆
を

与
え

る
注

目
す

べ
き

成
果

で
あ

る
．

初
期

太
古

代
，

縞
状

鉄
鉱

層
，

鉄
酸

化
バ

ク
テ

リ
ア

13
日

（
土

）
第

７
会

場
10

:1
5-

10
:3

0
R2

5-
O

-3

尾
上

哲
治

ほ
か

三
畳

紀
後

期
隕

石
衝

突
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
生

物
生

産
変

動
と

放
散

虫
群

集
組

成
の

変
化

本
発

表
は

，
美

濃
帯

の
上

部
三

畳
系

層
状

チ
ャ

ー
ト

の
古

生
物

学
的

・
地

球
化

学
的

研
究

に
よ

っ
て

，
こ

れ
ま

で
知

ら
れ

て
い

な
い

新
た

な
隕

石
衝

突
イ

ベ
ン

ト
を

発
見

し
，

そ
れ

に
伴

う
生

物
生

産
と

生
物

相
の

変
化

を
明

ら
か

に
し

た
も

の
で

あ
る

．
隕

石
衝

突
と

い
う

非
定

常
的

な
イ

ベ
ン

ト
が

地
球

表
層

環
境

と
生

物
活

動
に

及
ぼ

す
影

響
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

は
，

地
球

と
生

命
の

進
化

史
を

読
み

解
く

上
で

非
常

に
興

味
深

い
テ

ー
マ

の
１

つ
で

あ
る

．
本

研
究

は
，

そ
の

理
解

を
大

き
く

進
め

る
重

要
な

成
果

で
あ

る
．

隕
石

衝
突

イ
ベ

ン
ト

，
放

散
虫

群
集

組
成

変
化

，
三

畳
紀

後
期

O
R．

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

セ
ッ

シ
ョ

ン
13

日
（

土
）

第
１

会
場

外
通

路
コ

ア
タ

イ
ム

13
:3

0-
14

:3
0/

16
:0

0-
17

:0
0

O
R-

P-
4

大
友

幸
子

ほ
か

山
形

城
坤

櫓
・

巽
櫓

遺
構

の
石

垣
石

材
産

地
の

推
定

お
城

の
石

垣
の

産
地

を
お

城
周

辺
の

地
質

や
岩

相
の

詳
し

い
調

査
に

よ
っ

て
明

ら
か

に
し

た
研

究
事

例
の

紹
介

．
地

域
の

文
化

遺
産

の
理

解
に

地
質

学
が

貢
献

し
た

好
例

で
あ

る
．

城
址

，
石

垣
，

産
地

推
定
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